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賀川は、1920 年から 1945 年にわたり、少なくとも中華民国期の中国（以下は中国





1  Allan A. Hunter, Three Trumpets	 Sound:	 Kagawa-Gandhi-Schweitzer .New York: Association 
Press, p.2, 1939. 原文：“ Kagawa, Gandhi, Schweitzer-three trumpeters of God!” 
2  Robert Schildgen（劉家峰・劉莉訳）『賀川豊彦―愛与社会正義的使徒』天津人民出版社, p.
１, 2009 年 
3 “Nobel Prize Nomination Database”, https://www.nobelprize.org/nomination/archive/list.php, 
accessed.February 1, 2018 年 
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のか、等々に関する研究は、資料の欠如で、管見の限りほとんどない。 
























雑誌』、『大公報』、The China Press（『大陸報』）、The North-China Daily News（『字林





























	 森静朗は、賀川が 1944 年 10 月 20 日に宗教使節として中国へと赴き、1945 年 2 月 5																																								 																							
4	 米沢和一郎『賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ, まえがき, 2006 年。米沢氏によるこの書は、
賀川研究の入門書であり、賀川研究の集大成とも呼ばれている。 
5  李善惠「賀川豊彦の社会福祉・思想が韓国に及ぼした影響に関する影響」同志社大学大学院
社会学研究科社会福祉学専攻に提出した博士論文, 2009 年 
6	 李善惠『賀川豊彦と韓国―賀川豊彦の社会福祉実践と思想から影響を受けた韓国人たち』ミ




























7  森静朗「賀川豊彦と中国—協同組合について」『賀川豊彦研究』33 号, pp.2—13, 1996 年 
8  米沢和一郎「Realistic Pacifist	 賀川豊彦と中国」明治学院大学キリスト教研究所紀要(38), 
pp.73-101, 2006 年 















	 小南浩一は、賀川の個人雑誌『雲の柱』（1922 年 1 月〜1940 年 10 月）、イエスの友
会の機関紙『火の柱』（1924 年〜1944 年 5 月）を中心に、十五年戦争下における賀川
の思想と行動を分析している。その分析の視角は次の三点である。①	 1930 年代の賀
川の平和論および平和構想がいかなるものであったかを検討する。②	 1940 年代、特






































11  小南浩一『賀川豊彦研究序説』緑蔭書房,pp.167-178 2010 年。松野尾によれば、小南書は、
賀川の協同組合論、労働運動論、経済論、世界連邦論などを考察した研究書であり、賀川豊彦
生活協同論集の内容を更に深く理解するのに最良の本である。松野尾裕編・賀川豊彦記念松沢
資料館監修『希望の経済ー賀川豊彦生活協同論集』緑蔭書房,p.157, 2018 年 

























った項目に分けて 1944年 11月から 1945年 2月までの中国における賀川の活動を明ら
かにしている。用いた資料は、新しく発見されたものであり、幅広いものである。松																																								 																							
13  太田雄三「平和主義者としての賀川豊彦」『内村鑑三ーその世界主義と日本主義をめぐって』


















視点から論じている17。金丸は、中国人を主体とした 157 件の史料を用いて、1920 年
から 1945 年にかけての中国人による賀川評価を概観し実証してきた。その中で、金丸







16  松谷曄介「賀川豊彦と中国—「宗教使節」問題をめぐって」『キリスト教史学』(67), 2013 年。
この論文は、松谷の力作である『日本の中国占領統治と宗教政策——日中キリスト教者の協力と
抵抗』の第 6 章「日本人キリスト者と中国」に収録されている。松谷曄介『日本の中国占領統
治と宗教政策——日中キリスト教者の協力と抵抗』明石書店, pp.333-359, 2020 年 
17	 金丸裕一「中国における賀川豊彦評価をめぐって―1920 年から 1949 年の事例研究」『立命
館経済学』第 65 巻, 第 6 号, 2017 年。この他、金丸は、賀川と中国の関係に関する非常に優れ
た研究を相次いで発表している。金丸裕一「賀川豊彦の中国—語られ方/語り方」『キリスト教文
化』第 7 巻,かんよう出版, pp.39-54, 2016 年。金丸裕一「賀川豊彦関係中国語文献目録（初稿）
1920 年〜1949 年」『立命館経済学』,65 巻 1 号,立命館大学, pp.93-118, 2016 年。とはいえ、本稿
で取り扱う賀川に関する新資料は、金丸の論文ではほとんど使われていないものである。たと
えば、『東方雑誌』、『大公報』、『大陸報』、『台湾日日新報』、『南華早報』など資料群である。


























18	 金丸裕一「中国における賀川豊彦評価をめぐって―1920 年から 1949 年の事例研究」『立命
館経済学』第 65 巻, 第 6 号, 2017 年。 
19  Robert Schildgen 著 劉家峰・劉莉訳『賀川豊彦―愛与社会正義的使徒』天津人民出版社, 2009
年 
20	 劉家峰「近代中日基督教和平主義的命运―以徐宝謙与賀川豊彦為个案的比較研究」 浙江学
刊第 2 期, pp.97−105, 2007 年 
21	 劉家峰「被遺忘的賀川豊彦」書城,  pp.84—87, 2012 年 






























23	 劉莉「賀川豊彦与二十世紀中国基督教思潮」華中師範大学修士論文, 2008 年 
24	 陶波「賀川豊彦与羅斯福総統—一位日本基督教領袖的對美和平工作」基督教学術, 2011 年 
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しまうということである25。 





















25  陶波「追求互済与和平―試論太平洋戰爭前后的賀川豊彦」复旦大学碩士学位論文, 2011 年 
26  浜田直也著（陶波訳）「孫文与賀川豊彦—以 1920 年在上海的会談為中心」近代史学刊第 9
輯,pp.161-176, 2012 年 
27  米沢和一郎『人物書誌大系 37	 賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ, まえがき, 2006 年 
28  黒田四郎（邱信典訳）『賀川豊彦伝』人光出版社 (台湾) ,1990 年 
29	 賀川豊彦（江金龍訳）『飛越死亡線』橄欖出版社(台湾) ,2006 年 
30	 陳珠如『基督教與工業改造 —以 1927 年「基督化經濟關係全國大會」為例』（中原大学修士
論文）, 2016 年 
31  津田勤子「日語世代的戰後適應與挫折-以太平町教會信徒為例」台北文獻第 187 期, pp.110−
141,  2014 年 
























2001 年以来、賀川の母校であるプリンストン神学校（Princeton Theological Seminar）
は、「賀川記念講演」会を設け、古屋安雄（1926−2018）、小山晃佑（1929−2009）、森本
あんり、そして Thomas John Hastings35を招いて講演会を開き、アメリカにおける賀川																																								 																							
33	 高超陽『日・台相互金融思想の研究』（中）日本大学博士論文, 1996 年 
34  李金強主編、『自西徂東——基督教來華二百年論集』、香港：基督教文藝出版社、2009 年初版。 
35	 筆者は、イェール大学歴史学院博士課程在籍中の陶波の紹介を得て、2017 年 9 月から 10 
月にかけて、アメリカのコネチカット州 ニューヘイブン市にある宗教施設 Overseas Ministries 








学—」と題する講演である37。第三回は、2007 年 10 月 29 日に、神学者、牧師で、国際
基督教大学教授である森本あんりによる「忘れられた預言者」である。 







れは、クリスチャン・センチュリー（The Christian Century）や、New York Times な
どアメリカと日本の資料を駆使し、幅広く賀川の生涯と活動を紹介している。 
1988 年、Robert Schildgen は、賀川豊彦生誕 100 年記念アメリカ実行委員会（援助
は、主に Marijorie Barker F.D.B. Charity によるもの）による援助を得、“Toyohiko 
Kagawa:Apostle of Love and Social Justice”と題する賀川の伝記を著している。前述した
通り、その中国語版が劉家峰と劉莉によって 2009 年に中国語に訳され、天津人民出版
社から出版されている。その日本語版は、賀川豊彦記念松沢資料館の監訳で、2007 年
に『賀川豊彦：愛と社会正義を追い求めた生涯』と題して新教出版社から出版されて																																								 																																								 																																								 																																								 																




上海 で発行された The North-China Daily News（『字林西報』）、The China Weekly Review（Millard's 
Review 『密勒士評論報』1917-1953）、『東方雑誌』などがある。『字林西報』 （1850-1941）、
または『字林西報』の前身は『北華捷報』（North China Herald）である。 
36  Furuya, Yasuo,“Who Was Toyohiko Kagawa,”Princeton Seminary Bulletin 23,no. 3,pp.301–312, 
2002  
37  小山晃佑著・加山久夫訳「行って、同じようにしなさい！—賀川豊彦の辺境神学—」『雲の柱』
20 号,2006 年 
38  Thomas John Hastings 著・加山久夫訳「イエスの贖罪愛の実践～賀川豊彦の持続的証し～」,






その「第九章・戦争に向かう」（Toward War）において、賀川が 1928 年に全日本反戦











Mark R. Mullins は、イエスの友会に注目するとともに、賀川が中国、台湾、韓国、
フィリピン、インド、オーストラリア、イギリスなどの国や地域を訪問したことに言









い求めた生涯』新教出版社, 2007 年 
40  Robert Schildgen,Toyohiko Kagawa:Apostle of Love and Social Justice, Berkeley, 





Thomas John Hastings は、現在アメリカのコネチカット州ニューヘイブン市にある
宗教施設 Overseas Ministries Study Center のトップであり、上述した第四回の「賀川
記念講演」を行った他、賀川を詳しく研究し、賀川に関する論文や著書を数多く著し
ている著名なアメリカ人学者である。賀川著『宇宙の目的』（1958）は、 2014 年に H
astings の監修で、James W. Heisig によって英語に訳されアメリカで出版されている42。
2015 年、Hastings は、『Seeing All Things Whole: The Scientific Mysticism and Art of 
Kagawa Toyohiko (1888-1960)』と題する本を著し、賀川のことを「科学的な神秘主義
者」と称し、賀川にとって教育論にしても、宗教論にしても、全ては「あらゆるもの












41  Mark R. Mullins, Kagawa Toyohiko (1888-1960) and the Japanese Christian Impact on American 
Society, Encountering Modernity, (Honolulu:University of Hawaii Press,2014), pp.162-193 
42  Kagawa Toyohiko, Cosmic Purpose, Editor of Translation by James W. Heisig (Eugene: Wipf & 
Stock, Cascade Veritas Series), 2014 
43  Thomas John Hastings, Seeing All Things Whole: The Scientific Mysticism and Art of Kagawa 

















明らかにしていくものである。具体的には、次の三点である。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 ①	 賀川の活動を把握するために、修士課程での研究成果を発展させ、賀川が中













第 4 節	 研究方法	
























PAPERS 1929-1968」、イエール大学所蔵の「Chinese Students' Christian Association in 
North America Records」（1909—1952）、プリンストン神学校にある賀川に関わる資料																																								 																							










などがある。台湾には、『台湾日日新報』などがあり、香港には South China Morning 
Post（『南華早報』）などがある。 
	  



























































 North-China Daily News 1850−1941）、『密勒士評論』（The China Weekly Review 1917




















































	 	 	 	 黄日葵の「贈賀川豊彦先生」を中心に	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
















1920 年 4 月 28 日に、黄日葵、康白情、方豪、徐彦之、孟寿椿50の五人からなる北京
大学学生訪日団51は、北京を離れ、日中両国関係を改善しようという出発点を胸にし
て、5 月 5 日に東京に到着し一ヶ月の訪日を経て、6 月 6 日に中国に帰っていった52。 
																																								 																							
46 「日人吉野作造之中国最近風潮観」『東方雑誌』16 巻第 7 期, pp.191-194, 1919 年 
47  吉野作造著, 松尾尊兊編『中国・朝鮮論』平凡社, p.226, 1970 年 
48  同上書。p.229 
49 「吉野作造博士談日支親善運動」大阪毎日新聞	 1920 年 5 月 1 日号 
50	 方豪を除いて、黄日葵は、李大釗、康白情、徐彦之、孟寿椿とともに、雑誌『少年中国』
の職員である。『五四時期的社団』新華書店, p.224, 1979 年 
51  当時中国の『晨報』では、“北大遊日学生団”と呼ばれた。『民国日報』では、“北大遊日考
察団”、“北大学生団”の名称が使われた。本稿では、“北京大学学生訪日団”と統一する。 
52  民国日報	 1920 年 5 月 8 日、また、東京朝日新聞 1920 年 5 月 8 日。また、「北大遊日団与










その中で、特に注目すべきは、6 月 4 日の、賀川が活動する貧民窟への訪問である。
この訪問も、五四期日中両国民衆の相互理解と思想交流を促すために、北京大学学生
訪日団の日程として、吉野の計画に加えられたものである。 






53  高一涵：1885 年生まれ、安徽省六安人。高は、李大釗の友人で、「新青年」編集部と少年
中国学会の会員であった。北京大学学生一行の訪日中、高は日本に在住し、彼らの接待と案内
をしていた。だが、高は、当時の訪日団正式団員ではなく、北京大学の教授でもなかった。耿





54  民国日報 1920 年 6 月 11 日。5 月 7 日日程（民国日報	 1920 年 5 月 14 日、また、東京朝日
新聞 1920 年 5 月 8 日）、5 月 8 日と 11 日の日程（新人会記事	 先駆、1920 年 6 月、巻首語）、
12 日の日程（民国日報 6 月 11 日）、13 日の日程（民国日報 6 月 11 日）、16、17 日日程（民国
日報 6 月 11 日、17 日の日程に関する高一涵の記事、民国日報 1920 年 6 月 3 日）、19 日日程（民
国日報	 6 月 11 日）、20、21、22、24、25、29、30、31、6 月 1 日、2 日、４日、5 日の日程（民
国日報	 6 月 13 日）。参照：「北大遊日団与日本思想界」『晨報』1920 年 6 月 15 日 
55 「日本最近之民衆運動及其組織」『東方雑誌』第 17 巻 7 号, pp. 29-31, 1920 年 4 月 10 日 
56  H・スミス著、松尾尊兊、森史子訳、『新人会の研究：日本学生運動の源流』（東京大学出
版社, p.47, 1978 年。参照：黄自進「吉野作造在五四時期的対華文化交流」台湾『中央研究院近
代史研究所集刊』22 期(上), p.521, 1993 年 
57  黄日葵「詩—贈賀川豊彦先生」『晨報副刊』1921 年 12 月 29 日、または『少年中国』1922




成させ、その理事長となっていた59。北京大学学生訪日団訪日の二ヶ月後の 1920 年 8

















育大学大学院修士論文, p.100, 2017 年。日生 『賀川豊彦與日本勞工運動―一個簡單的介紹』『東
方雑誌』24 巻 19 号 pp.25-30,1927 年 10 月 10 日を参照。 
59  大阪毎日新聞 1919 年 4 月 12 日 
60	 浜田直也 『孫文と賀川豊彦—1920 年の上海での会談をめぐって』（孫文研究第 30 号,p.3, 2001
年）。賀川の 1920 年の訪中について、米沢和一郎の『賀川豊彦Ⅱ』（紀伊国屋書店, p.602, 2006
年）にも見える。  
61	 五四期の北京大学学生訪日団と日本の交流について、参照：黄自進「吉野作造在五四時期
的対華文化交流」（台湾『中央研究院近代史研究所集刊』第 22 期上 1993 年）、武藤秀太郎「吉
野作造と中国知識人—基督教青年会（YMCA）との関連を中心に」（『吉野作造研究』第 12 号 2016
年）など。 
62	 金丸裕一は、「五四反日運動期の中国学生運動指導者として名高い黄日葵（1899-1930）も、
1920 年 6 月に神戸・新川スラムに賀川を訪ねた時に得た感動を、一編の詩に託して公表した」
と記している。だが、黄日葵と賀川との関わりと詩の内容は紹介されていない。金丸裕一「中
国における賀川豊彦評価をめぐってー1920 年〜1949 年の事例研究」立命館経済学第 65 巻第６
号,2017 年 
























第 2 節	 1920 年北京大学学生訪日団の訪日日程	
本節は、1920 年北京大学学生訪日団の団員、黄日葵、康白情、方豪、徐彦之、孟寿																																								 																							
64	 黄自進「吉野作造在五四時期的対華文化交流」台湾『中央研究院近代史研究所集刊』第 22
期(上), p.505, 1993 年 
65	 松尾尊兊『民本主義と帝国主義』みすず書房、pp.117-118, 1998 年。参照：武藤秀太郎「吉
野作造と中国知識人—基督教青年会（YMCA）との関連を中心に」『吉野作造研究』第 12 号, 第
4 回吉野作造研究賞受賞論文, p.58, 2016 年 
66	 武藤秀太郎「吉野作造と中国知識人—基督教青年会（YMCA）との関連を中心に」『吉野作




表 1.1	  1920 年北京大学学生訪日団の日程 
月	 日 場所 出来事 出典 






年 6 月 11 日 
『民国日報』1920 年 5 月
14 日 
5 月 7 日 東京大手
町私立衛
生会。 






『民国日報』1920 年 5 月
14 日 
『民国日報・覚悟』1920




年 6 月 11 日 
5月 11日  新人会と晩食、吉野作造、森戸
辰男、康白情、黄日葵等演説。
新人会と少年中国学生握手。 



















『民国日報』1920 年 6 月
11 日 
5月 14日  東京帝国大学参観。 『民国日報』1920 年 6 月
12 日（二） 
	 27	
5月 15日  帝国大学基督教青年会晩食会。 『民国日報・覚悟』1920
年 6 月 11 日 
5月 16日 常宝博物
館 














年 6 月 11 日。『民国日報』
1920 年 6 月 11 日 









『民国日報』1920 年 6 月
11 日 
5月 20日 横浜市 横浜市遊覧。午前、大山郁夫訪
問。 
『民国日報』1920 年 6 月
13 日、『民国日報・覚悟』
1920 年 6 月 11 日。 
5月 21日 日本女子
大学 
麻生次藏校長による招待。 『民国日報』1920 年 6 月
13 日 





年 6 月 11 日、『晨報』192
0 年 6 月 15 日「北大学生
訪日団与日本思想界」 




5 日 13 日 
5月 27日  東京を離れ、京都、大阪等地へ
赴く。 
『民国日報・覚悟』1920
年 6 月 11 日 





『晨報』1920 年 6 月 15 日
「北大学生訪日団与日本
思想界」 







『民国日報』1920 年 6 月
13 日 
『晨報』1920 年 6 月 15 日
「北大学生訪日団与日本
思想界」 
5月 31日 琵琶湖 琵琶湖遊覧、徐彦之が河上肇を
訪問。 
『民国日報』1920 年 6 月
13 日 
6 月 1 日 大阪 朝日新聞報館訪問。社会政策の
視察、社会的設備の見学。 
『民国日報』1920 年 6 月
13 日 
6 月 2 日 大阪 大阪市民博物館訪問、大阪青年
会による演説会による招待され
たが、行かず。 
『民国日報』1920 年 6 月
13 日 






12 月 29 日 pp.2-3。「贈賀
川豊彦先生-詩」黄日葵『少
年中国』1922 年第 3 卷第
6 期,pp.35-36。『民国日報』
1920 年 6 月 13 日 
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12 月 29 日 pp.2-3。「贈賀
川豊彦先生-詩」黄日葵『少
年中国』1922 年第 3 卷第
6 期,pp.35-36。 




『民国日報』1920 年 6 月
10 日（第 10 版） 
『民国日報』、『民国日報・覚悟』、『晨報』などの紙面により筆者が作成。 
 




軒、清の時代の知識人であり68、1905 年 31 歳頃、日本に留学したことがある。黄世勳
は帰国後、桂平縣立中学校で国語教師として教鞭を取り、その学問の姿勢は厳格だっ
たという。1916 年 10 月、日本への留学経験を持つ父のように、黄日葵も、日本へと
赴き東京での留学生活を始めた69。東京留学当初に、黄日葵は日々日本語言語文字学
習に没頭した70。 






69	 前掲『黄日葵文集』, p.257，p.270 
70 「致林従雲」,前掲『黄日葵文集』, p.1 









	 1919 年 3 月、黄日葵は、許德珩、康白情等 14 人とともに、教育普及及び平等を目
的として、露天講演を方法とする「北京大学平民教育講演団」を発起した75。いわゆ
る平民は都市小資産階級及び他の市民を指すため、講演団の活動は最初都市部に限定
されている76。1919 年 5 月 4 日、北京の学生は天安門前にて愛国ストライキを行い、
黄日葵は仲間とともにその行列の先頭に立ち、旗を振って行進した77。1919 年 9 月、
黄日葵は北京大学文予科英文丙組に入り、10 月、『国民』雑誌の特別編集員を務め、
雑誌社を通して李大釗と連絡を取り78、 1920 年 3 月、李大釗の指導の下で、鄧仲澥79(中
夏)等 19 人とともに、マルクス派に関する著述の研究を目的とする北京大学の「マル
クス学説研究会」を作った80。1921 年中国共産党に入党し、広西籍の初めての党員と
なった81。1924 年 7 月、黄日葵は北京大学英文系卒業後、北京大学英文系の助教にな
り、約一年半続けた82。1926 年 7 月、黄日葵は国民革命軍総司令部の命令をうけ、広
西の南寧へと赴き、国民革命軍第七軍政治部副主任に就任した。中国共産党広東区委
																																								 																							
72 	 前掲『黄日葵文集』, p.258 
73	 許德珩「回憶国民雑誌社」『五四時期的社団』新華書店, p.37, 1979 年 
74   黄日葵「亜東永久平和之基礎」1919 年 2 月原載『国民』一巻二号。前掲『黄日葵文集』,pp.2-20, 
1980 年。「中日共同防敵協定」：日本では「日支共同防敵軍事協定」と呼ばれる。 
75 『五四時期的社団』新華書店, p.135, 1979 年	  
76 『五四時期的社団』新華書店, p.134, 1979 年	  
77	 前掲『黄日葵文集』, p.262 
78  前掲『黄日葵文集』, p.271 
79	 鄧仲澥:1894-1933 年, 中国湖南省出身, 中国共産党早期指導者。 
80  『五四時期的社団』新華書店, pp.272-273, 1979 年。創立当初は、「マルクス学説研究会」と
呼ばれるが、後の学術研究においては、北京大学という四文字が加えられ、それは、「北京大
学マルクス学説研究会」と呼ばれるようになった。 
81  呉忠才「広西第一個共産党員—黄日葵対革命事業の貢献」広西党史 4 期, pp.4-5, 2000 年 









11 月、日本警察当局に逮捕され、入獄した。1930 年 1 月、黄日葵は危篤に陥り保釈さ
れ、日本友人の助けで、日本東京帝人病院に入院した。3 月、日本当局に日本から離






第 4 節	 詩中に注ぎ込まれた黄日葵の熱情	






83	 前掲「黄日葵傳略」, p.75  
84 「黄日葵启事」『漢口民国日報』1927 年 7 月 2 日。前掲『黄日葵文集』,p.242 
85  南昌蜂起: 1927 年 8 月 1 日、周恩来、賀龍、葉挺、朱徳などが率いて中国共産党が江西省
南昌で行った武装蜂起。 
86  楊文光「五四幹將黃日葵對馬克思主義的傳播研究」学理論, p.71, 2015 年 
87  1924 年から 1927 年まで、中国国民党と中国共産党との政治提携が行われた。中国共産党
員は個人の資格で国民党に入党することができた。1927 年４月、蒋介石が上海で反共クーデタ
ーを起こして多数の共産党員、労働者を虐殺し、第一次国共合作は終焉した。 
88 	 前掲『黄日葵文集』, pp.288—289 
89  王万里「五四時期黄日葵対社会主義思潮的伝播」伝承第 6 期, p.12, 2008 年 
90 『民国日報』1920 年 6 月 13 日号 
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野の北京大学訪日団に対する返礼の意図がはたらいていたと論じている91。今までの
資料によると、中国における賀川に関する最初の報道は『東方雑誌』1920 年 4 月 10
























91  浜田直也『賀川豊彦と孫文』神戸新聞総合出版センター, pp.81-82, 2012 年 
92 「日本最近之民衆運動及其組織」『東方雑誌』,p.30, 1920 年 4 月 10 日 17 卷 7 号 
93 「日本最近之民衆運動及其組織」『東方雑誌』,p.31, 1920 年 4 月 10 日 17 卷 7 号 
94	 黄日葵「贈賀川豊彦先生」『晨報副刊』1921 年 12 月 29 日号。『少年中国』1922 年 1 月版第
3 卷第 6 期にも掲載されている。 
	 33	
 
	 	 我没有讀你底『泪的二等分』	  
但今番却見着你熱泪地痕迹了 
我没有読你底『越死線』（一） 
但你底精神已由此窟反射出来、照耀着我們了！	 	 	 	 	 	 	  













賀川先生喲	 	 	 	 	 	 	  
我覚得你們這裏太富有了	 	  
全日本都不及這裏富！	 	  
全世界恐怕也不及這裏富！ 
来！我們一一地握过手吧	  
讓我們誠心地禱告、	 	 	 	  







































は基督教徒である。現在 30 余歳であり、貧民窟中へと住み込んで約 20
年になる。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 6 月 6 日	 太平洋船中 
 
  詩の第一段落に、『涙の二等分』(1919 年、福永書店)と『死線を越えて』（1920 年 1
0 月）という二つの著作が出ている。周知の如く、『涙の二等分』は賀川の詩集であ
り、1919 年にすでに出版されていた。『死線を越えて』 は賀川 20 歳の時に書いた『鳩
の真似』がもととなっており、1920 年 1 月から 5 月前半に『改造』に連載、さらに 1
0 月改造社から出版されたものである。当時 280 版を重ね、およそ 150 万部を売り上
げる大正期最大のベストセラーとなった95。詩の下にある“注（一）”には、賀川の『死
線を越えて』は 200 余り出版されていると書かれている。黄日葵が『贈賀川豊彦先生』
を最初に公表した時期は、1921 年 12 月 29 日である。その『死線を越えて』は 1921
年 12 月 29 日以降にも出版を重ね、現代公認されている 280 版となっていると考えら
れている。（注二）には、“彼は基督教徒である。現在 30 余歳であり、貧民窟中へと
住み込んで約 20 年になる。”という説明文がある。賀川は 1888 年に生まれ、1909 年











95	 李善恵 『賀川豊彦の社会福祉実践と思想が韓国に与えた影響とは何か』ミネルヴァ書房 , 

























96	 武藤富男編『百三人の賀川伝(上巻)』キリスト新聞社, p.102, 1960 年。参照： 森本あんり「忘
れられた預言者」（『賀川豊彦学会論叢』17 号, p.48, 2009 年 





大学修士論文 2017 年 















ことはなかった。    
                                        








100   森本あんり「忘れられた預言者」『賀川豊彦学会論叢』17 号, pp.47-48, 2009 年 
101	 前掲森本あんり「忘れられた預言者」, p.48 
102 “Rabbi Names Group to Work Out Peace,”New York Times (11 October , 1953) , p.28. ROBERT 
SCHILDGEN 『TOYOHIKO KAGAWA-Apostle of love and Social Justice-』CENTENARY BOOKS, 
p.268, 1988 
103	 楊文光「五四幹將黃日葵對馬克思主義的傳播研究」学理論, p.72, 2015 年 
104  吉野作造、宮崎滔天、大山郁夫、与謝野晶子、今井嘉納、河上肇、森戸辰男、方上伸、長
谷川是閑、北沢新次郎、麻生正蔵、賀川豊彦、戸田海市、末広重雄、海老名弾正等。参考：松





まず、両氏の不撓不屈の精神が一致している。1919 年 5 月 4 日に天安門の前で愛国
ストライキを行い、黄日葵は学生とともに行列の先頭に立ち、旗を振って行進してい











新しき村を紹介した105。1920 年 2 月、「日本青年文化同盟之成立及び其宣言」を訳し、
法政大学の扶信会、早稲田大学の民人同盟会、建設者同盟、一新会、新人会などが組









105  前掲『黄日葵文集』, pp.42-52 
106  前掲『黄日葵文集』, pp.59-62 














黄日葵の注目した「友愛会の 7 月大革新」というのは、おそらく、8 月〜9 月の友愛会











108  黄日葵「日本之労働運動」（『少年世界（上海 1920）』1 巻第 2 期, pp.19-25 頁, 1920 年 
109  前掲黄日葵「日本之労働運動」, p.19 
110  『大阪毎日新聞』 1919 年 4 月 14 日「神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫」 
111  『大阪日日新聞』 1919 年 12 月 15 日「神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫」 
112  『大阪日日新聞』 1919 年 12 月 15 日「神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫」 
113  隅谷三喜男『賀川豊彦』岩波書店, p.69, 2011 年 



































115	 前掲黄日葵「日本之労働運動」, pp.23-24 
116 「神戸の労働争議を支那人は斯う見る」『読売新聞』1921 年 8 月 18 日号 
117  並松信久「賀川豊彦と組合運動の展開—自助と共助による組織形成」京都産業大学学術リ





















動に対して力を注いでいた。李大釗の指導の下で、少年中国学会は 1919 年 7 月に正式













日新聞』 1921 年 8 月 6 日） 
119	 『五四時期的社団』新華書店,pp.276-277, 1979 年 
120  文書類処理に関する仕事に従事する職。 
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121 	 前掲石舜瑾 曾傅先 蔣文華「黄日葵傳略」, p.75 
122	 『少年中国』1 巻第 4 期, pp.42—45, 1919 年 10 月	  
123 	 胡適は、「大学開女禁的問題」において、女子大学生の受け入れについて、3 つの次序が
必要とする。第一段階では、大学は学問のある女教授を募集しなければならない。第二段階で
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刊』にも掲載される。参考：『胡適全集 20』安徽教育出版社, pp.61-63, 2003 年 
124  1919 年五四高潮期、鄧春蘭は北京大学学長蔡元培に手紙を出し、北京大学入学を求めた。
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125 『国民』第 2 巻 1 号, 1919 年 11 月 9 月。前掲『黄日葵文集』, pp.57-58 
126 「四種之婦女運動」（山川菊楽著『国民』2 巻 2 号、1920 年 6 月）。「各国婦女運動史」（『少
年中国（上海 1920）』第 1 巻第 8 期, pp.46—57,1920 年 7 月 8 日）。「英国婦女参政運動與中国婦
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128  前掲『賀川豊彦全集９』,pp.80-81 
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138	 黄日葵の終身志業調査票。それは、1920 年 10 月 1921 年 11 月底、少年中国学会が会員に
対して終身志業に関する調査である。前掲『黄日葵文集』, p.132、「関于終身志業」。 
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140  前掲黒田四郎『人間賀川豊彦』,p.106 
141  村島帰之「運動も事業も論文も詩だ」『預言詩人	 賀川豊彦』序章	 2011 年。
http://www.core100.net/lab/pdf_torikai/yogenshijin.pdf 


























143  ロバート・シルジェン（著）劉家峰・劉莉（訳）『賀川豊彦 愛与社会正義的使徒』天津人
民出版社, p.46, 2009 年 
144  与謝野晶子による序文	 賀川豊彦『涙の二等分』福永書房, p.22, 1919 年 
145  李長春・史飛「少年中国学会与 1920 年北京大学学生訪日団」（民国研究 2014 年秋季号	 総
第 26 輯, pp.184-185, 2014 年 
146  狭間直樹「吉野作造と中国—吉野の中国革命史と日中関係史について」（『吉野作造選集７』












ける賀川に関する最初の報道は、1920 年 7 月 14 日の、日本の労働運動についてのもの
で、知識階級、友愛会の指導者として鈴木文治、吉野作造とともに紹介し始めたので









147  「壁の声きく時」『賀川豊彦全集 14』キリスト教新聞社, pp.574-575, 1964 年 
148	 「日本的新思潮與新人物」『東方雑誌』17 卷 14 号, pp.123-126, 1920 年 7 月 25 日 
149	 「日本自由労働者組合真相『大公報天津版』1920 年 7 月 14 日(3) 
150	 	 布川は「賀川と中国の結びつきは、早い時期から形成された。確認できる最も早いもの
は、1920 年 8 月に、上海日本人 YMCA 主催の夏季講座に、講師として招かれたという事実で
ある」と評価している。布川弘 『平和の絆ー新渡戸稲造と賀川豊彦、そして中国』丸善株式

























151	 劉家峰「從差會到教會：誠靜怡基督教本色化思想解析」『世界宗教研究』第 2 期，p.114,2006
年。いずれもプロテスタントである。本稿で検討する宗教関係者はプロテスタントに限定する。 
152 加山久夫「賀川豊彦と神の国運動」『賀川豊彦学会論叢』14 号,pp.82-104,2005 年 
153 黒川知文「再臨運動と神の国運動—内村鑑三と賀川豊彦の終末論—」（『賀川豊彦学会論叢』
第 24 号,pp.1-54, 2016 年 
154 徐亦猛「中国に於けるキリスト教本色化運動—誠静怡についての考察」アジア・キリスト教・
多元性,pp.87-96,2008 年 













イエール大学所蔵の『留美青年』（The Chinese Students’Christian Association in Nort





156 布川弘『平和の絆—新渡戸稲造と賀川豊彦、そして中国』丸善,2010 年 
157 劉莉「賀川豊彦与二十世紀中国基督教思潮」華中師範大学修士論文,2008 年 
158 アメリカ・コロンビア大学 Burke 図書館に所蔵するアーカイブ：KAGAWA TOYOHIKO 
PAPERS 1929-1968 である。これは、筆者が 2017 年 9 月 26 日〜29 日にコロンビア大学にて収
集したものである。Burke Library Special Collections 管理員である Betty Bolden 氏から貴重な資
料を見せていただいた。（The Burke Library Archives, Columbia University Libraries, Union 
Theological Seminary, New York ）。 
159 アメリカ・イエール大学所蔵するアーカイブ: 『留美青年』(Chinese Students' Christian 
Association in North America Records（1909—1952）)。 筆者が 2017 年 10 月に、アメリカ・イエ
ール大学を訪ねた時に、イエール神学校図書館特別コレクションコーナーの Senior Archives 




シガン大学在学生であった W.C.Chen によって設立された。最初の会議は、1909 年 9 月 2 日〜
6 日までニューヨーク市、ハミルトンにある Colgate 大学で開催された。この協会の目的は、
①	 基督教精神を促進すること、②	 モラルを深め、自己犠牲と自立を強めること、③	 学生
の連合と協力を促すこと、④	 アメリカ生活と社会を学び、文書、講演、劇などを通して、中
国文化と文明をアメリカに広げることにある。1931−1932 pamphlet. Chinese Students' Christian 







第 2 節	 誠静怡の生涯について	
	 誠静怡は、敬一とも呼ばれ、1881 年 9 月 22 日に北京市で生まれ、1939 年 11 月 15


































	 賀川は 1927 年 8 月 18 日〜28 日に、中華全国工業委員会に招聘され、上海で 10 日
間開催された「基督化経済関係全国大会」に出席した。また、彼は、8 月 29 日に国際










164	「追悼誠公静怡特刊	思念誠静怡博士」『田家半月報』6卷 23 期，p.13,1939 年	
165	「小言ー誠静怡博士」『明燈（上海 1921）』272 期,pp.1-2,	1940 年	 	
166	 日生「賀川豊彦與日本勞工運動—一個簡單的介紹（附照片，表）」（『東方雑誌』24 卷 19
期,pp.26-27,1927 年 
167	 賀川豊彦『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社,p.88,1983 年 
168	 賀川豊彦『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社,p.596,1983 年 
169 「中華基督教連盟主事」が誠静怡であることについては、前掲浜田直也書 40 頁でも説明し
ている。 また、日本にキリスト教連盟の常議員会長である井深梶之助、幹事の宮崎小八郎、








	(2)		1931 年 1 月から 2 月の伝道――クリスチャン・インターナショナ
	 	 	 ルの構想	
  1931 年 1 月 13 日から 2 月 13 日まで170、賀川は、日本基督教連盟の伝道部の要請で、
日本人のために中国にて「神の国運動」を展開したと「身辺雑記」において記録して
いる171。1 月 15 日から 18 日に、賀川は、ケプラー（A.R. Kepler）の招待に応じ、滬
江大学で中国教会指導者約 50 人とともに修養会を行った。中国側は「探究真理，獲益
頗多」（真理を探求して、得た益は頗る多い）と評価している172。 
その滬江大学での賀川の講演に、誠静怡も列席したことが Friends of Jesus で確認
できる。Ida Belle Lewis がその友人への手紙で、賀川の講演を聞いたことについて、
「上海フィロシープ会議」（THE SHANGHAI FELLOWSHIP CONFERENCE） と題し
て、三十数人が参会したと記述し、誠静怡、ルーツ牧師、吳貽芳（金陵女子大学校長）
ら中国の基督教指導者等が列席したことを記している173。滬江大学での講演が終わり、
賀川は、1 月 20 日に、蘇州へと赴き、南京に立ち寄り、1 月 24 日に山東省の済南に到
着した。彼は、25、26、27 の三日間、男青年会にて各教会の指導者に向けて講演を行
い、30 日から 6 日までは濰縣（濰坊）で中華基督教会および華北長老会連合大会に参
加した174。Friends Of Jesus には、賀川と誠静怡が青島で一緒に撮った写真がその巻
頭に掲載されている。その写真の説明は、以下の通りである175。 
																																								 																							
170  1931 年 1 月から 2 月の賀川の訪中の詳細については、拙稿「戦前・戦中の中国における賀
川豊彦の受容に関する一考察—1931 年から 1936 年までの雑誌や新聞を中心に」（『賀川豊彦学会
論叢』，pp.1-37,2017 年を参照されたい。 
171	 賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社,p.125,1983 年 
172 「敎訊：賀川豐?在華演講日程（上海）」『興華』28 卷 8 期,p.32, 1931 年 
173  FRIENDS OF JESUS Vol.Ⅳ.No.2	 February-April, pp.72-75, 1931 
174  前掲拙稿 pp.11-12  










図 2.1 賀川と誠静怡の写真（出典：FRIENDS OF JESUS Vol.Ⅳ .No.2	







会議後、Friends of Jesus には、「誠静怡博士がクリスチャン・インターナショナル





ン・インターナショナルは、賀川が 1931 年 1 月に中国を訪問した際に着手しようとし











ケプラーは、1931 年 1 月から 2 月にかけて、賀川とともに、上海、済南、濰縣等の
地を回った。上海から済南への電車の中で、ケプラーは賀川と、クリスチャン・イン
ターナショナルを組織化する計画を詳しく話し合った。済南は、日本占領下に置かれ																																								 																							
176 FRIENDS OF JESUS Vol.Ⅳ.No.2	 February-April,1931,pp.1-2：KAGAWA TOYOHIKO 
PAPERS 1929-1968 




早めに組織すべきだと主張する賀川にケプラーが共感している178。前年の 1930 年 7








	(3)		1931 年 8 月にあった賀川、誠静怡、徐宝謙の対面――クリスチャ
	 	 	 ン・インターナショナルの実践	
世界宣教大会キリスト教青年会が 1931 年 7 月 27 日から 8 月 3 日にかけてカナダ
のトロントにおいて、1931 年 8 月 4 日から 9 日にかけてオハイオ州のクリーブランド
において開催された。この大会は“彼らが一つになるためである。”(That they may b







AN YOUTH IN ORIENT）と題して、賀川、誠静怡、徐宝謙らが面会したことについ
																																								 																							
178 FRIENDS OF JESUS Vol.Ⅳ.No.2	 February-April,1931,pp.67−68:KAGAWA TOYOHIKO 
PAPERS 1929-1968 
179 賀川豊彦「身辺雑誌」『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社, p.119,1983 年 
180 FRIENDS OF JESUS Vol.Ⅳ.No.2	 February-April,1931,pp.1-2：KAGAWA TOYOHIKO 
PAPERS 1929-1968 
181 Wesley K.C.May, “An Impression of the World“Y”Conference”. CSCANAR. October 1931,Vol 
23,No.1,p.4&p.8 
182	 賀川豊彦『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社,p.601,1983 年 
183 CSCANAR. October 1931, Vol.23, No.1, p.1 
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て詳しく記録している。『留美青年』の記事によれば、日中両国のキリスト教指導者の













儒教教育をうけ、後に米国 Union Theological Seminary で学び、コロンビア大学で博
士号を獲得した186。 
1931 年 9 月 18 日の満州事変後、徐は、「日中自由主義者にとっての挑戦」（The Ch









184 CSCANAR. October 1931. Vol.23, No.1, p.3 
185 CSCANAR. October 1931. Vol.23, No.1, p.3 
186	 山本澄子『中国キリスト教史研究』山川出版社,p.73,2006 年 










に、中国社会における反キリスト運動は 2 つの高潮期を迎えた。第一次の高潮期は 19










	 1929 年春、広州、瀋陽、北平、漢口、上海当地の分区会議が行われた後、5 月 28
日に、中国各教会及び全国の教会組織代表等は、杭州で開催された中華全国基督教協
進会第七回総会に出席した。そして、信徒を増やし、「基督化生活」を促進し、民衆の





出版	 2016 年 
189 徐炳三 「福建聖公会与“五年布道奮進運動”」『宗教学研究』3 期,p.179,2005 年。筆者は、







いた。The Chinese Recorder(『教務雑誌』)は、ヘレン・タッピングが 1929 年 7 月に J
apan Christian Quarterly に寄稿した”The Message of the Kingdom of God Movement”









きく、百万の信徒を目指していた。また、The North-China Herald and Supreme Court










190 「為籌備五年運動向全國同道徵求意見」(『中華帰主』97 期,pp.2-3,1929 年 
191 “MR. KAGAWA’S MESSAGE”, The Chinese Recorder, Aug 1, 1929,p.480 
192 “CHINESE RECORDER FOR AUGUST”, The North-China Herald and Supreme Court& 
Consular Gazette(1870-1941), Aug 24, p.313, 1929 
	 59	
は視野の外にあり、その影響力を及ぼさなかった193。さらに、北伐完成を遂げた蒋介
石は 1927 年 12 月に宋美齢と結婚し、1930 年に洗礼を受けた。この出来事は、当然、
キリスト教界にとっては非常に喜ばしいことである。これから外国人も中国人も、キ
リスト教が大統領の視野に入ることができるようになると期待している194。 
	 「五カ年運動」の指導者である誠静怡は、「五カ年運動」が開始した前年の 1929 年、











	 賀川は、中国のキリスト教界の招聘に応じ、1930 年 7 月 19 日に長崎から出帆し、
上海に向かった。神の国運動の展開のために、中国を訪問し、8 月 4 日には日本に戻
った。賀川は、「身辺雑記」において、2 週間程度の訪中を記し、特に、誠静怡が会長
となった中華基督教会に注目し、宣教師と牧師を高く評価している196。 
賀川は、日本人と中国人グループに分けて伝道活動を行った。彼は、1930 年 7 月 2
1 日の夜から 24 日にかけて、日本人のために「神の国運動」の講演会を開き、120 名
の決心者を得た。中国人のために 21 日の朝から 26 日まで 1 日に 2 回の講演を 10 回、
上海市外の上海大学にて英語で行った197。賀川の講演について、The China Press は、																																								 																							
193 Daniel H. Bays,“A New History of Christianity in China”,Wiley-Blackwell, p.124,2012 
194 Daniel H. Bays,“A New History of Christianity in China”,Wiley-Blackwell, p.125, 2012 
195 『賀川豊彦証道談』誠静怡による序文	 上海広学会 1929 年初版、1939 年再版。『賀川豊彦
証道談』は、もともと賀川が著した『イエスの宗教と其真理』をモデルとした中国語版である。
それは、1921 年 12 月 15 日に警醒社書店により出版されている。 
196 賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社,p.118, 1983 年 
197 賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト新聞社,p.119, 1983 年 
	 60	
「賀川博士は彼の社会事業について興味深い話をした」（Dr.Kagawa Gives Interesting 
Talk on His Social Work）と題して、賀川がケプラーの紹介を得て、7 月 25 日夜 9 時
15 分に上海基督教青年会で行った講演を「興味深い講演」（Interesting Talk）と述べ、
「賀川博士の話し方と優れた人格は、聴衆の敬服を得たのみならず、昨夜の彼の講演
は多大な成功裏に終わった」198と賀川を高く評価している。The China Press は、「著
名な社会運動家が日本の男子普通選挙権への戦いについて述べる」（Eminent Social 
Worker Describers Japanese Fight For Manhood Suffrage）と題して、日本の労働問題、

















198 “Dr.Kagawa Gives Interesting Talk On His Social Work”, The China Press, p.3,Jul 26,1930 
199 “Eminent Social Worker Describers Japanese Fight For Manhood Suffrage- Dr. Toyohiko Kagawa's 
Address On Labor Problems”, The China Press (1925-1938); Shangha, p.14,26 July 1930 
200 『神の国新聞』1930 年 8 月 20 日（7）(『神の国新聞』（Kingdom of God Weekly）1930 年第
1 巻	 第 1 号ー52 号	 緑蔭書房「復刻版」1990 年 6 月（607 号）,p.263 





















an Time の記述で確認できる。農村会議について、The Japan Time は、「賀川を招いた
委員会は、デンマークとスイスがキリスト教の信条の産業への適用によって助けられ
たように、中国が賀川の掲げた組合事業(Cooperative Work)、農民福音学校(Peasant G
ospel Schools)と直接伝道(Direct Evangelism)という 3 つの信条によって助けられるこ
とを期待している」205と詳しく記録している。そのなかで社会事業としての経験を学
																																								 																							
202 「大連神之國運動」(1931 年 3 月 18 日 637 号（7）『神の国新聞』,p.87。満州の「神の国運
動」については、「満州神之國運動」1931 年 4 月 1 日 639 号（7）『神の国新聞』,p.103 を参照
されたい。 
203 誠静怡「中華基督教運動概観」『中華帰主』117 期, p.4, 1931 年	  
204 FRIENDS OF JESUS Vol.Ⅳ.No.2	 February-April,1931,pp.1-2—KAGAWA TOYOHIKO PAPERS 
1929-1968. 









1931 年 1 月 13 日〜2 月 12 日に、賀川は、中華基督教会総幹事であったケプラーの
招待に応じ、中国で説教活動を行った207。田催宝は、賀川の講演を聞き、その講演の 
	 図 2.2	 賀川豊彦博士（The	North	China	Herald	and	Supreme	Court	&	Consular	Gazette,	March	14,1934.p.411.）																																									 																							
206 「中国復興と日本」『賀川豊彦全集 13』キリスト教新聞社,p.18,1982 年 








1934 年 3 月 14 日、賀川は、フィリピンでの伝道を経て上海に立ち寄った。The No
rth China Herald and Supreme Court & Consular Gazette は、「平和への鍵としての組
















208 田璀宝「聽了賀川豐彥氏的演講以後」『微音月刊』1 卷 2 期, pp. 110-111,1931 年 
209 The North China Herald and Supreme Court & Consular Gazette, p.411, March 14,1934. 
210 誠静怡「中華基督教運動概観」『中華帰主』,117 期, pp.5−6, 1931 年	  
211 Daniel H. Bays,“A New History of Christianity in China”, Wiley-Blackwell, p.126, 2012 
212 誠静怡「中華基督教運動概観」『中華帰主』117 期,p.5,1931 年 
213 海老澤亮「中国に使して隣邦中華民國の聖戦はく進軍しつつあり	 五年特別傳道」(1931 年
























214 J.H.R., “Peasant Gospel Schools in Japan”, The Chinese Recorder (1912-1938), p.591, Sep.1, 1932 
215 張福良「郷村教会平信徒訓練問題」『中華帰主』134 期,pp.11-12,1933 年 
216 賀川の思想にあるエキュメニズム（ecumenism）、超教派(interdenominational)と国際性
(international)については、Mark R. Mullins が、すでに次の論文の中で指摘している。Mullins, M. 
(2014). Kagawa Toyohiko (1888–1960) and the Japanese Christian Impact on American Society. In 
Park A.&Yoo D.(Eds.), Encountering Modernity (pp.162-194). University of Hawai'i Press.また、誠静
怡の思想には、世界教会運動の影響が強く、超教派と国際性があるということについても、
Wang XiaoJing は、その博士論文において明らかにしている。参考：XIAOJING WANG,“THE 
CHURCH UNITY MOVEMENT IN EARLY TWENTIETH-CENTRUY CHINA: CHENG JINGYI 
AND THE CHURCH OF CHRIST IN CHINA”DOCTOR OD PHILOSOPHY NEW COLLEGE, 








	 A	 ジョン・R・モット（1865−1955）との関係  
















217  誠静怡「神の國運動—海外への反響同じ目的の五年傳道」（1931 年 4 月 22 日 642 号（6）『神
の国新聞』）p.126 
218 「神の国運動成立の経過——我國の救の為に神の為し給う處を視よ」（『神の国新聞』「1930 年
1 月 7 日（2）575 号」p.2。一方、賀川は、黒田四郎とともに、1928 年 7 月から全国巡回伝道
を開始したが、1929 年 11 月 6 日、日本基督教連盟による宣教開始 70 年記念式典において、「神
の国運動」が名付けて正式に発足した。参考：前掲加山久夫論文 p.90 
219  誠静怡「五年運動的浅近説明」『中華帰主』102/103 期,p.23,1930 年 
220 「本会第七届年会之特色」『中華帰主』97 期,pp.3-5, 1929 年 
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でモットと再会し、その後はモットと密接な関係を有していた221。上述の如く、モッ





















	 C	 福音と社会問題の結合  
	 賀川は、「社会運動の究竟は要するに宗教運動である。宗教運動は即ち社会運動であ																																								 																							
221  FRIENDS OF JESUS Vol.Ⅳ.No.2, February-April,1931,p.1：KAGAWA TOYOHIKO PAPERS 
1929-1968 
222 「神の國運動計畫に就てー全國諸教會の愛兄姉に訴ふ」『神の国新聞』 1930 年 1 月 7 日
（3））,p.3 
223 黒川知文 「再臨運動と神の国運動—内村鑑三と賀川豊彦の終末論—」（『賀川豊彦学会論叢』
24 号 ,p.12, 2016 年 
224 誠静怡「五年運動的浅近説明」『中華帰主』102/103 期,p.23,1930 年 




















	 両運動を比較してみると、表 2.1 となる。 
表 2.1 「神の国運動」と「五カ年運動」の比較 











226 賀川豊彦「精神運動と社会運動」『賀川豊彦全集 8』キリスト新聞社,p.412, 1981 年 
227 隅谷三喜男『賀川豊彦』岩波書房,p.185,2011 年 
228 黒川知文 「再臨運動と神の国運動—内村鑑三と賀川豊彦の終末論—」『賀川豊彦学会論叢』
24 号,pp.18-19,2016 年 





















































伝道旅行の日数 735 日 
集会数 1859 回 
聴衆概数 799037 人 
決心カード数 62460 枚 
全国信徒数 
1928 年 446631 人 
1933 年 488539 人 
1935 年 512873 人 
1928 年〜1935 年の信徒増加数：66242 人 
出典  
「神の国運動」：「神の國運動計畫に就てー全國諸教會の愛兄姉に訴ふ」『神の国新聞』
575 号,p.3, 1930 年 1 月 7 日（3）；加山久夫「賀川豊彦と神の国運動」『賀川豊彦学会
論叢』14 号 pp.82−104,2005 年；劉莉「賀川豊彦与二十世紀中国基督教思潮」（華中師
範大学修士論文 2008 年）；黒川知文 「再臨運動と神の国運動ー内村鑑三と賀川豊彦
の終末論」『賀川豊彦学会論叢』24 号,p.12, 2016 年;『賀川豊彦全集 4』,p.395,1981 年 
「五カ年運動」：「五年運動会議辦法草案」 (一九三三年秋季起至一九三五年春季止)
『中華帰主』138 期,pp.21-22, 1933 年；王時信「五年運動第一年的回顧」『中華帰主』








きる。華中、西指導者約 600 人の調査結果によれば、1930 年に、49,342 人が「受餐信
徒」であり、14,477 人が洗礼を受けたが、1934 年は 57,577 人が「受餐信徒」であり、
34088 人が洗礼を受けた230。また、王治心がまとめた全国の統計データを見てみると、
1928 年には、宣教師が 4,375 人、信徒が 446,631 人であった。1933 年時点には、宣教
師 5775 人、信徒が 488,539 人となった。1935 年になると、宣教師 5,875 人、信徒 512,
																																								 																							
230 「五年運動工作調査結果」『中華帰主』152 期,pp.16-17,1935 年。「受餐信徒」とは、当時「聖
餐」を受ける信徒を指す。 
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231 徐以驊（導読）『王治心撰「中国基督教史綱」』1940 年初版,上海古籍出版社,p.216,2011 年 
232 Cheng Ching-yi.“Some Problems Confronting the Christian Movement in China: As Seen by a 
Chinese Christian, An Address Delivered in Martyrs.” Memorial Hall, Shanghai, p.15, April, 1927. 
New Haven Yale Divinity School Library, Special Collections: Record Group 10, Miner Searle Bates 
Papers.  
233 誠静怡「第九届大会随感録」（『中華帰主』137 期,p.5,1933 年 
234 『賀川豊彦全集 4』キリスト新聞社,p.396,1981 年 
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	 	 	 	 雑誌』と『大公報』を中心に 	
 
























236  丸山昇・伊藤虎丸・新村徹編	 『中国現代文学事典』東京堂出版, p.212, 1991 年 
237	 坂本ひろ子『中国近代の思想文化史』岩波新書, p.66, 2016 年 
238  石雅潔・李志強 『《東方雑誌》辦刊宗旨的演變』新聞愛好者第 8 期, pp.78-80, 2010 年 
239  洪久來 『寛容與理性：《東方雑誌》的公共輿論研究（1904-1932）』上海人民出版社, pp.11-12, 
2006	 年。参考：陳声玥『二十世紀二、三十年代中国世論界対德国的認知——以《大公報》、《東
































240 「本報章程 」『大公報天津版』1902 年 06 月 17 日(1)  
241 「祝辭 」『大公報天津版 』 1902 年 06 月 17 日(1) 
242	 侯杰・辛太甲「英斂之、《大公報》與中国近代社会文化変遷」天津社会科学, p.128,2003 年 






件数はそれぞれ、賀川が 19 件、吉野が 12 件、新渡戸が 6 件であった。『大公報』で












第 2 節	 『東方雑誌』と『大公報』における賀川に関する報道件数と肩





	 まず、『東方雑誌』の報道件数を考察する。表 3.1 の通り、賀川に関する『東方雑
誌』の報道件数は全体で 19 件があり、1920 年から満州事変の勃発までは、17 件あり、
全体の 89%を占めている。その内訳については、1920 年 2 件、1921 年 3 件、1922 年
3 件、1923 年 3 件、1926 年 3 件、1927 年 2 件、1928 年 1 件であった。それ以外、19
35 年に 1 件があり、日中戦争勃発後は、1937 年 9 月 1 日に 1 件のみあった。賀川に
対する『東方雑誌』の関心は 1920 年代に集中していることが見て取れる。 
	 それに対して、賀川に関する『大公報』の報道件数は、表 3.2 で見る通り、1920 年
最初の報道から満州事変までは、8 件がある。満州事変から日中戦争の勃発までは 4																																								 																							
244  王（著）『賀川豊彦』『明燈（上海 1921）』154 期, pp.302-303, 1930 年 
		
76	
件がある。日中戦争が勃発した後に 4 件がある。また、第二次世界大戦終戦後には 6
件がある。政論系『大公報』による賀川に対する記述は時事性があり、ほぼ同時期の
賀川の言動をそのままリアルに反映しているといえる。また、『東方雑誌』での賀川




 『東方雑誌』における賀川の肩書は、表 3.1 で見る通り、次のように分類できる。
その出典は、肩書の後ろに表 3.1 で表記する番号で示す。 
  1920 年：神戸に隠居する社会学者（①）。基督教狂信者（ママ）、痛苦哲学者、予
言詩人、労働運動の実行者（②）。 
  1921 年：基督教信徒、平和主義者、精神主義者、理想主義者（③）。 
  1923 年：日本社会運動家、基督教の労働運動指導者（⑨）。 
  1923 年：日本社会改革運動の健将（⑪）。 
  1926 年：日本社会主義者（⑭）。 
  1927 年：「貧民の救世主」、社会改造家、有数の経済学者、「著作等身」の著作家（⑯）。 
  1935 年：日本宗教家（⑱）。 
	 このように、賀川は、宗教面と社会面両面から『東方雑誌』に注目されている。 
	 『大公報』における賀川の肩書は、表 3.2 で見る通り、次のように分類できる。出
典は、肩書の後に（）付けで表示する。 
  1926 年：世界名士（③）。 
  1934 年：博士（⑨）。 
  1936 年：日本基督教の指導者（⑩）。日本の著名な文学家（⑪）。 
  1939 年：基督教指導者（⑬）。 
  1943 年：日本聖人と呼ばれるキリスト教徒（⑮）。 
  1945 年：宗教家及び著述家（⑰）。著名な宗教指導者（⑱）。 
  1947 年：日本帰主運動の後ろの「活神」（⑳）。 





な作家（1926 年 10 月 22 日（3））、国際連盟事務次長（1927 年 3 月 18 日（3））、博士
		
77	
（1928 年 5 月 31 日（2）、1929 年 2 月 24 日（4）、1929 年 9 月 17 日（4）、1929 年 10
月 29 日（4））、1931 年 3 月 25（4）、1932 年 4 月 15 日（4）、1932 年 8 月 11 日（4）、
1933 年 9 月 23 日（5）、1933 年 10 月 17 日（5）、1933 年 11 月 4 日（3）、1934 年 9 月
26 日（4））、1936 年 10 月 19 日（4）、『上海版』1936 年 10 月 21 日（4））、貴族院議




























































247 「日本最近之民衆運動及其組織」『東方雑誌』17 卷 7 号, pp.29-31, 1920 年 4 月 10 日 
248 「日本的新思潮與新人物」『東方雑誌』17 巻 14 号, p.125, 1920 年 7 月 25 日 
249  鳴田「日本社会運動之現状」『東方雑誌』18 巻 6 号, pp.79-84, 1921 年 3 月 25 日	  








1921 年 7 月〜8 月の神戸川崎三菱大争議について、『東方雑誌』は、「日本神戸造船
















1920 年 11 月 7 日に創刊され、1921 年 7 月に休刊され、合わせて 6 期を発行した。そ
れは中国全土で密かに発行され、李達が主編に務め、陳独秀、李達、施存統、沈雁冰
がその主要な執筆陣となった254。『共産党』1921 年 7 月号は、「日本神戸造船工人大罷
																																								 																							
251  胡適は、1920 年 9 月 7 日の日記に、賀川について「此人在貧民窟住十年、是個實行家。
他是基督徒。他雖信社會主義、但不信階級戰爭說。曾有《主觀的經濟學》之作。我們談得很暢
快。」と記し、賀川が社会主義を信じ、階級闘争を信じないと述べている。『胡適日記全集』
第二冊	 曹伯言整理, p.705, 2004 年 
252 「日本神戸造船廠之罷工事件」『東方雑誌』18 巻 17 号,p.78, 1921 年 9 月 10 日 
253  陳独秀「此時中國勞動運動底意思」『労働界』第四冊 1920 年 9 月 5 日,『陳独秀著作選篇』
第二卷  上海人民出版社 任建樹主編 , p.266, 2009 年  
































255 「日本神戸造船工人大罷工之経過」『共産党』6 期, pp.49-55, 1921 年 7 月 
254			東洋布衣「日本社会運動家之近況」『東方雑誌』20 巻 10 号,p.68, 1923 年 5 月 25 日 
257		賀川豊彦（陳嘉異訳）「社會主義與進化論之關係」『東方雑誌』18 巻 9 号,pp.50-63,1921
年 5 月 10 日	





による「社会主義と進化論の関係」は、もともと『改造』1 巻 7 号に掲載され、1920
年に東京警醒社から出版した『人間苦と人間建築』という本に収録されているもので
ある。それは、『精神運動と社会運動』の続編で、1919 年から 1920 年にわたり、賀




誌』24巻 19号,	p.29,	1927年 10月 10日）	
 
他方、陳は、自由恋愛と家庭関係の関係について、堺利彦が『改造』2 巻 1 号で述																																								 																							





























260		前掲賀川豊彦（陳嘉異訳）「社會主義與進化論之關係」『東方雑誌』18 巻 9 号,p.51		
261	 薇生「一九二一日本小説界」『東方雑誌』19 巻 2 期,p.100, 1922 年 1 月 25 日 
262	 夏丐尊「賀川豐彦氏在中國的印象」『民国日報・覚悟』7 卷 14 期, p.1, 1922 年 
263		胡穎之「日本無産政黨的再生及其将来」『東方雑誌』23 巻 11 号, p.36, 1926 年 6 月 10 日。	
264	 日生『賀川豊彦與日本勞工運動―一個簡單的介紹』、『東方雑誌』24 巻 19 号, p.29, 1927 年
10 月 10 日 
265  丐尊「日本的一燈園及其建設者西田天香氏」『東方雑誌』20 巻 20 号, p.53, 1923 年 10 月 25
日 






























変動。（9）思想的変遷。（10）耕地の狭小。さらに、忻は、1926 年 7 月に日本政府が
提案した立法綱要に注目し、それを、「小作法案」、「永小作の処置」（民法により小作
が期間満了の際にどう処理されべきか）、「小作組合法案」といった小作に関する法案																																								 																							
267  斎振英・張培富『《学芸·水産月刊》与新中国早期水産科学伝播』『求索』, p.170, 2017 年 













































Ad Hoc Committee という特設委員会が徴兵制に反対する宣言を国際連盟に提出しよ




















270  黄幼雄「日本的現勢」『東方雑誌』24 巻 1 号,pp.102−103,1927 年１月 10 日 
271  童蒙正「日本検挙共産党事件述評」『東方雑誌』25 巻 10 号,pp.37-45,1928 年 5 月 25 日	  

























273  日生 『賀川豊彦與日本勞工運動―一個簡單的介紹』『東方雑誌』24 巻 19 号 pp.25-30,1927
年 10 月 10 日 














1920 年 12 月、天津日本租界における災民救済寄付名簿において、賀川は、150 円
の大金を寄付したということが報道されている276。 











導』にも紹介されている。1927 年 1 月に発行された新聞紙『向導』第 182 期には、
山水と署名して「日本無産階級統一陣営破裂後（12 月 17 日東京通信）」と題する文
章がある。賀川については、労働農民党の「大会中、キリスト教徒賀川豊彦が推薦し
た委員長杉山元次郎（ママ）が辞職した。大会では、日本で最も進歩した革命理論者																																								 																							
275  东京特约通信「日本自由労働者組合真相『大公報天津版』1920 年 7 月 14 日(3)	  
276 「天津日界北支那灾民救恤會捐助華北華洋義賑會捐款姓氏數目披露(續 )」『大公報天津版』
1920 年 12 月 06 日(6) 
277 「世界名士平和宣言—提議各國廃除徴兵制」『大公報天津版』1926 年 9 月 6 日（6） 






1928 年 4 月に、賀川の著作が『大公報』に紹介される。賀川の『偶像之所支配』（『偶
像の支配するところ』）が、沖野岩三郎の『星乱飛』（『星は乱れ飛ぶ』）とともに、『日
本現代長編小説全集』の第二十一巻として紹介されている。『大公報天津版』（1928
年 4 月 9 日号）には、“日本新潮社（東京市牛込區矢來町）出版之現代長篇小?全集。
全部二十四卷。於今年三月發行第一卷。以後月出一卷。”という記載がある。この記
事によると、『日本現代長編小説』は月に 1 巻ずつ出版され、1928 年 3 月にその第 1
巻が出版された。賀川の『偶像の支配するところ』は、1929 年 6 月 1 日に日本の新
潮社から公表され出版されたものである。しかし、1928 年 4 月 9 日には、その第 1
巻が出版されてすぐに、『大公報天津版』に報道されていた280。賀川の著作に対して
『大公報天津版』 の編集者らが高い関心を寄せていたことがうかがえよう。 














279	 山水「日本無產階級統一陣營破裂後（十二月十七日東京通信）」『向導』182 期,pp.11-14, 1927
年。『向導』は週刊誌で、1922 年 9 月に上海で創刊、1927 年 7 月に終刊で、ともに 201 期を発
行した。主編陣には蔡和森、翟秋白がいた。 
280 「日本現代長篇小說 全集」『大公報天津版』1928 年 4 月 9 日(9) 
281 「英美徳法日各國的無産者之政治運動」『大公報天津版』1926 年 10 月 21 日(1) 
282 「日本無?黨亟謀合併」『大公報天津版』1930 年 3 月 5 日(4) 



























	 満州事変から日中戦争の勃発までは、賀川に対する『大公報』の報道は 1920 年代
よりは少なくなっている。 










1936 年に、2 月 26 から 29 日に、日本の陸軍青年らによって軍事クーデターが起こ
り、大蔵大臣高橋是清、内大臣斎藤実らが殺害された。いわゆる二・二六事件である。

























284  夔德義「基督教是否最後的宗教？」『大公報天津版』1934 年 3 月 19 日（2） 
285	「暴變後之日本政局	行兇軍官等今日将歸営	繼閣人選有近衛平沼山本諸説」『大公報天津版』
1936 年 02 月 28 日（3）	
286 「青年会将映电影『一粒之麥』」『大公報天津版』1936 年 3 月 23 日（13） 

































288 『大公報上海版』1936 年 6 月 26 日（12） 









1945 年 8 月 6 日に広島へ、8 月 9 日に長崎への原子爆弾の投下を経、8 月 15 日に昭













日本社会党については、『大公報重慶版』1945 年 10 月 17 日号にも報道されている。
『大公報重慶版』は、アメリカによる電報を報じ、日本文相前田田聞（ママ）による
極端な民族主義思想を持つ教師の解職令や、教育制度の徹底的な改革などに言及し、






290 「美報斥日本人夢想—基督教世紀駁賀川的呼籲」『大公報香港版』1939 年 11 月 3 日（3） 
291 「日本新黨之動向」『大公報重慶版』1945 年 10 月 8 日（3） 
292 「麥克阿瑟對美播講 日境武裝部隊完全復員 初期佔領政策順利完成」『大公報重慶版』1945
年 10 月 17 日（2） 
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というアメリカ人の文章を転載したものである。『大公報上海版』1947 年 8 月 18 日
号（3）は、David  Conde が著した文章を翻訳し、「日本精神革命嘗否実現」（1947）
と題して、日本で進んだキリスト教の精神運動について報道している。その中で賀川







その後、中華人民共和国が 1949 年 10 月に樹立される。『大公報』は性格を変革し
つつあったが、賀川に対する報道は消えていた。 
1951 年 5 月、中国の共産党政府は、中国における賀川のあらゆる著作の発行を禁止
し297、長年にわたって解禁しなかったのであった。 
 







293 「研究日本賠款問題 美代表團下月赴日 日政府將解散財閥組織 日社會黨宣布政綱要求改革」
『大公報重慶版』1945 年 10 月 23 日（2） 
294 「日本精神革命嘗否実現」『大公報上海版』1947 年 8 月 18 日（3） 
295 『大公報上海版』1948 年 12 月 6 日（2） 
296  藍穹「關於日本農民運動」『大公報』1949 年 7 月 12 日（3） 

































298  1922 年 5 月号「五軒長屋より」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.7, 1983 年 
299 「反宗教運動と反社会運動」1922 年 6 月号「五軒長屋より」,「身辺雑記」『賀川豊彦全集
24』キリスト教新聞社,p.7,1983 年 
















表 3.1	 『東方雑誌』の紙面における賀川豊彦 
N
o. 







































































































































































































































































































































































































































表 3.2	 『大公報』の紙面における賀川豊彦 
N
o. 












































































































































































































































































































































































































































































































































	 	 	 	 報』を中心に 	
 





『大陸報』は、1911 年 8 月 29 日に上海で創刊された、英文日報である。著名なア
メリカ記者である Thomas F. Millard（1868-1942）によって創刊されたものであり、
孫文が投資したものであるといわれている。それは、上海で発行され、はじめてアメ
リカ式の編輯方式を用いた新聞紙である。『大陸報』は、頗る人気を博し、1949 年ま












301	 金丸裕一は、中国で発行された 157 件に及ぶ賀川豊彦に関する中国語文献を使用し、中国
における賀川豊彦の評価を実証的に研究しているが、『大陸報』という大型な新聞紙について
は、ほとんど見落している。唯一注目されているのは、”Chinese Walk Out On Speech By Kagawa, 
Japanese Talker?s Use Of Word ?Manchukuo? Provokes Incident”, The China Press, 29th, may, 1936. 
という 1936 年の記事である。金丸裕一「中国における賀川豊彦評価をめぐってー1920 年から
1949 年の事例研究—」『立命館経済学』第 65 巻第 6 号, pp.189−208, 2017 年 
302  袁伊「近代在華美式報刊之翹楚ー『大陸報』」『新聞研究同導刊』6 巻 11 期, p.265, 2015 年 
303	 王韋・張培「1917ー1941:《密勒氏評論報》“涉華報道”理念探求」『歴史教学』6 期, p.52, 
2012 年 
304	 林牧茵「移植與流変—密蘇里大学新聞教育模式在中国（1921-1952）」復旦大学博士論文, p.74、












と肩書を分析する。次に、1925 年最初の報道から 1931 年満州事変の勃発（1925−193
1）、満州事変から日中戦争の勃発まで（1931−1937 年 7 月 7 日）、日中戦争以降（193




する。①	 1930 年 7 月から 8 月にかけての、『大陸報』の報道による上海で賀川が行
った交流活動。②	 1934 年、中国人に対する賀川の謝罪についての『大陸報』の見
方。③	 1936 年、アメリカにおける賀川と中国人との意見対立、そして 1936 年以降、
中国人が賀川に対して見方を変えた経緯を考察する。 
 
第 2 節	 『大陸報』における賀川に関する報道件数と肩書の比較	
	 まず、『大陸報』における賀川に関する報道件数を考察してみる。 




930 年の訪中日程などを詳しく追跡する。本章で示す 1931 年にある報道件数はすべ
て満州事変前（1931 年 9 月 18 日前）にあるものなので、満州事変後の報道件数は、
1932 年からとする。満州事変以降から日中戦争の勃発（1932−1937）までは最も多く、
34 件があり、全体の 58％を占めている。その内訳は、1932 年に 4 件、1933 年に 5 件、																																								 																							
305	 林牧茵「移植與流変—密蘇里大学新聞教育模式在中国（1921-1952）」復旦大学博士論文, 
pp.158−160  2012 年 
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1934 年に 10 年、1936 年に最も多くて 14 件がある。1936 年は、中国における賀川の
評価の分岐点とも言える。後述で詳しく検討する。そして、日中戦争（1937 年 7 月 7
日）直前の 1937 年 7 月 3 日に 1 件、日中戦争勃発後、件数が少なくなり、1938 年に
3 件、1941 年に 1 件しかなかった。 
	 こうして考察してみると、賀川に対する『大陸報』の関心は、『大陸報』が中国人




































せられている。つまり、1925 年から 1931 年までは、賀川の社会活動について関心が
大きく、宗教活動よりは社会活動のほうが注目されている時期であった。 

















































『大陸報』1926 年 6 月 20 日号は、前述した『大公報』と同様に、賀川が日本新潟
県の木崎村にある無産階級の農民学校の校長を引き受けたことに注目している308。 





月 9 日号は、当時日本で話題となった禁酒運動を取り上げ、6,000 人が全国禁酒法を
																																								 																							
306 “Gardner L. Harding, Social Idealism In Modern Japan- Slum Christian Preacher, Novelist, Poet Is 
Unique Character”, The China Press, 26, April, p.B1、1925 (In The New York Times) 
307  The China Press, 23, August, p.C5, 1925  
308 “Mr. Toyohiko Kagawa noted social worker”, The China Press, 20,June, p.17, 1926 







1928 年 12 月、アメリカの 24 州と 36 校の大学から来たアメリカの学生は、中国の
国民党政府統治下の蘇州を訪問しようとした。その際、彼らは、日本を訪問し、京都、











第二章で述べる通り、賀川は、中国のキリスト教界の招聘に応じ、1930 年 7 月 19
から 8 月 4 日にかけて中国を訪問し、中国で「神の国運動」を展開していた。『大陸
報』は、これら一連の活動を報道し、詳しく紹介している。 
『大陸報』1930 年 7 月 11 日号は、賀川を、「日本史上最も優れた社会改革家」、「多
くの本を持つ作家」、「彼が著した『貧困の原因』（Cause of Poverty）が国際的に名声
を博している」と紹介している。同号によれば、賀川が、7 月 22 日（火）正午 12 時
15 分に北京路 3 号で上海米国大学同学会（American University Club of Shanghai）主
催の午餐会（Tiffin）に出席し、「日本の労働問題と社会運動」と題する講演を行う予
定が報道されている313。 																																								 																							
310 “Prohibition Movement is Launched in Japan—6000 Dry Crusaders Stage Demonstration In Tokio”, 
The China Press, p.D29, 09 Dec, 1928 
311 “Floating College From America Arrives Here In Cruise Around World- President Van Buren 
Brings Co-Educational Institution Of 95 Students; Sails At Noon Today For Hongkong”, The China 
Press, p.1, 09 Jan,1929 
312 “Victors In Election Are Ken Inukai Of Seiyukai; Ikuo Oyarna, Proletarian- Main Feature Thus Far 
Is Unexpected Defeat Of Three Of Eight Radicals Who Were Returned To Diet In 1928”, The China 
Press, p.1, 22 Feb,1930 






ものである315。1930 年 7 月 19 日から 8 月 4 日までの賀川の滞在講演は上海米国大学
同学会が主催した。 
賀川が上海に到着後、7 月 21 日午後 5 時 15 分に上海にある Mission Building で説
教祈祷会に参加し講演を行うことを、1930 年 7 月 21 日号は、賀川を「最も傑出した
日本人キリスト教徒」316と紹介し、報道している。 
7 月 22 日正午 12 時 15 分、上海米国大学同学会主催の午餐会が予告通り開催され、
その午餐会に、賀川を含め、少なくともプリンストン大学卒業生 8 人が参加した。そ
のメンバーには、当時滬江大学校長劉湛恩（Herman C. E. Liu, 1896-1938、中国の著
名な教育家、滬江大学初の中国人校長）、米国大学同学会の前会長であった Julean Ar
nold（1875−1946）などがいた。パットン牧師（Rev. C. E. Patton）が司会を担当した。









『大陸報』1930 年 7 月 23 日号、賀川を「国際的な影響力を持つ小説家」、「日本の
最も重要な労働運動指導者である」と称している。その自伝小説『死線を越えて』は、




中心, p.166,  2010 年 
315  Paul French, “Carl Crow―A Tough Old China Hand: The Life, Times, and Adventures of an 
American in Shanghai”. Hong Kong University Press, p.153, 2006 
316 “Dr.Kagawa to Speak”, The China Press, Shanghai, p.2, 21 July,1930 
317  White Slavery:19 世紀のアメリカで売春に強制的に従事させられるなどの性的虐待を受け
た女性への奴隷制を指す。 
318 “Japanese Leader Addresses Local Tiffin Party- Dr. T. Kagawa Tells A. U. C. Hosts Of Labor State, 





図 4.1	 賀川豊彦（Huizinga,	 Henry,	 “Kagawa,	 The	 Man”.	 The	 China	 Press,	 Shanghai,	 p.3,	 24	 July,1930）  
 
当時滬江大学英語系の主任である郝齊佳（ミシガン大学博士）は、「賀川豊彦とい
う人物について」（Kagawa, The Man）と題して、写真付きで（図 4.1）、『大陸報』19
30 年 7 月 24 日号に寄稿している。郝齊佳は、賀川を「日本における新しい預言者」、
																																								 																							
319 “BREVITIES; LOCAL AMD GENERAL, Dr. Kagawa At ‘Y’”, The China Press, Shanghai, p.16, 








1930 年 7 月 25 日号は、賀川は、夜 9 時 15 分に外国基督教青年会（Foreign Y.M.C.
A）で、日本の労働者を代表して生涯にわたって従事した改革運動について語る予定
であると報道している321。 
1930 年 7 月 26 日号は、賀川を「人気のある日本人、社会改造家」として紹介し、
賀川の「上海での追随者と崇拝者がますます増えている」と観察し、「その演説は確
















320  Huizinga, Henry,“Kagawa, The Man”. The China Press, Shanghai, p.3, 24 July,1930  
321 “BREVITSES- LOCAL AMD GENERAL-Dr. Kagawa At‘Y’”, The China Press ,Shanghai, p.16, 
25 July, 1930 
322 “Dr. Kagawa Gives Interesting Talk On His Social Work”, The China Press, Shanghai, p.3, 26 July 
1930 
323 “Eminent Social Worker Describers Japanese Fight For Manhood Suffrage, Dr. Toyohiko 
Kagawa's Address On Labor Problems, Communist Activities, Purity Question Delivered At Club”, 







『大陸報』1931 年 1 月 18 日号は、賀川のことを「日本の傑出した社会運動家、自
由主義運動の指導者」と称し、賀川が 1 月 19 日正午 12 時 15 分に、寧波路 Ladow’s 
Tavern というホテルで、上海の協和禮拜堂（Shanghai Community Church、現在、国
際礼拝堂と称す）の年会に参加することを予告していた324。後に、1 月 24 日号は、そ
の集会の様子を記録している。賀川は、特別賓客として招待され、100 人余が出席し
た。そして、その集会で、中国問題、上海の国際問題、およびより広い側面からみる
国際関係という 3 つのテーマが討論されていた325。 
1931 年 7 月末から 8 月はじめ、賀川は、カナダのトロントで開催された世界基督




以上が『大陸報』による 1925 年の最初報道から 1931 年満洲事変までの賀川に対す
る報道である。『大陸報』は、『大公報』と同じように、大正デモクラシーの中で、労
働運動、農民運動、禁酒運動といった社会運動で活躍した賀川のイメージを伝えた。










324 “Friendship Body to Meet at Old Carlton”, The China Press, Shanghai, p.8,18 Jan,1931 
325 “COMMUNITY CHURCH”, The China Press, Shanghai, p.17,24 Jan, 1931 
326 “Governor Judd Hopes To Pacify Warring Houses- Hawaiian Students Vote For Twenty Greatest 
In History”, The China Press, Shanghai, p.6, 13 July 1931 
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	 『大陸報』1932 年 3 月 13 日号は、1932 年 3 月 14 日正午 12 時 15 分に、協和禮拜
堂霊修会を担当した Elam Anderson が、賀川の著作『愛の生命法則』の評論会を開
催することを予告していた327。 




1932 年 12 月 25 日号は、賀川を社会運動家、労働指導者、教育家、牧師、伝道者、
組織と神秘主義を融合した人物として紹介し、賀川が著した宗教書籍『愛の生命法則』
（Love the Law of Life）、『神による新生』（New Life through God）の出版を紹介し
ている329。 
また、『大公報』と同様に、賀川の『一粒の麦』は、『大陸報』にも注目されていた。
『大陸報』1933 年 10 月 22 日号は、賀川を「極東で最も注目を浴びている人物の一
人」、「貧困問題に対して非常に比類なき洞察力を持っている」と評価した。『一粒の
麦』が、すでに 150 版を重ねて、舞台と映画に登場したと紹介されている330。 
著作紹介の他、「賀川」をテーマとする講演会もしばしば開催される。賀川に直接
に会っており、日本で長年生活していた Fred Taylor 夫人は、「賀川」をテーマとして、
1933 年 11 月 13 日（月）12 時 15 分に上海の協和禮拜堂で、ウィリアム・アクスリン
グ(William Axling)が著した賀川についての伝記に基づいて講演を行った331。1932 年
に、William Axling が Student Christian Movement Press から出版した“Kagawa”とい
う伝記である332。賀川の事業が講演者によって紹介されることによって、さらにより
多くの人が賀川の名を知るようになったことが想像できる。 
上述の如き、満洲事変後、『大陸報』が賀川に最も注目していた年は 1934 年と 193
6 年であった。 
まず、1934 年の報道を考察する。 
賀川は 1934 年 1 月から 3 月に、フィリピン国家基督教連盟の招聘により、数週間																																								 																							
327  The China Press, Shanghai, p.11, 13 Mar, 1932 
328 “WORLD PRESS OPINION- Transition Now Taking Place In Japanese Political Scene Explained”, 
The China Press,Shanghai, p.16,09 July, 1932 
329  The China Press, Shanghai, p.F16, 25 Dec, 1932 
330 “A Grain of Wheat-By Toyohiko Kagawa”, The China Press, Shanghai, p.11, 22 Oct 1933 
331 “Address Will Follow Tiffin”, The China Press, 11 Nov, 1933, p.11 または、“Talk On Kagawa 
Will Follow Tiffin-Meeting”, The China Press, Shanghai,12 Nov 1933,p.12. “Auxiliary's Meeting 
Held Monday”, The China Press, Shanghai ,p.11, 14 Nov, 1933 
332 	 William Axling, “Kagawa”, London: Student Christian Movement Press, 1932. 
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フィリピンのマニラに滞在した。その帰り道で、1934 年 3 月 9 日、10 日、11 日に上
海に立ち寄り、数回の講演を行う予定であった。『大陸報』1934 年 1 月 26 日号333、1
934 年 1 月 28 日号334、1934 年 3 月 8 日号335、3 回連続で賀川の上海滞在を予告し報道
していた。賀川に対する『大陸報』の関心が高かったことが見て取れる。 
特に、1934 年 3 月 8 日号は、賀川を「著名な社会運動家と作家」と称し、賀川の 3
日間上海滞在の日程を以下のように詳しく予告している336。 
	 1934 年 3 月 9 日	 夜 7 時、上海日本人 YMCA の主催で、Boone 街にある日本人倶
楽部での歓迎会に参加、すき焼きを食べ、演説を行う。朝鮮の京城英和女子音楽学校
の Ahn Ketti-young 教授は、集会のために独奏する。司会は、K. S. Inui 博士である。
	 3 月 10 日	 正午、上海日本人 YMCA に招待される。午後 5 時半、中国人 YMCA
指導者と面会。夜 8 時、中央日本人小学校でスピーチ。 
	 3 月 11 日	 午前 9 時から 10 時、滬江大学の教授陣と学生に向かって講演。正午、
上海日本人倶楽部で日本人指導者と面会。午後、協和禮拜堂で講演。夜 8 時、中央日
本人小学校でスピーチ。 
	 3 月 12 日	 午前 9 時、日本に帰る。 
事実、賀川の上海滞在は、1934 年 3 月 8 日号の予告通りに進められていた。 
『大陸報』1934 年 3 月 10 日号は、3 月 9 日に開催された歓迎会を報道し、賀川を
「著名なキリスト教指導者、社会運動家」と称し、多くの国から 100 人以上の参会を
報じている。その時、日本公使館の坂本義孝（Dr. Sakamoto, the Japanese Legation）
なども列席した337。坂本義孝（元明治学院大学国際学部教授坂本義和はその次男）は、
元上海日本人 YMCA の理事であり、上海同文書院教授となり約 10 年、日中両国の学
生を多く指導した。坂本は、末包敏夫に「徹底した平和主義者であった」と称されて
いた338。 
特に注目すべきは、1934 年 3 月 11 日午後 5 時に行われた、協和禮拜堂で賀川によ																																								 																							
333 “Local News Brevities”, The China Press, Shanghai, p.14, 26 Jan 1934 
334  “Mr. Toyohiko Kagawa, a well-known Japanese Christian social worker”, The China Press, p.5, 
28th Jan, 1934 
335 “Shanghai Japanese To Welcome Dr. Kagawa- Well-Known Writer, Social Worker Here 
Tomorrow”, The China Press, Shanghai,p.16,08 Mar 1934 
336 “Shanghai Japanese To Welcome Dr. Kagawa- Well-Known Writer, Social Worker Here 
Tomorrow”, The China Press, Shanghai, p.16, 08 Mar 1934 
337  “Kagawa, Noted Japan Christian Leader, Arrives- Many Attend Dinner At Japanese Club For 
Religious, Social Worker— Chinese "Y" Will Be Host At Tiffin Today”, The China Press, p.9, 10 
Mar,1934 




る「東洋における平和」(Peace in the Orient)と題する講演会である。 










なお、同号同じ『大陸報』3 月 12 日号は、フランス語の“BON VOYAGE, Dr. Kagawa”
（「良い旅を！賀川博士」）と題して、賀川を「世界的に有名な日本人社会運動家とキ
















339 “French, British Mistakes In Orient Scored- Dr. Kagawa Says Nippon Policy In Far East Followed 
Other Powers Noted Christian Worker Hits Ideals Of League”, The China Press, Shanghai,p.2,12 Mar, 
1934  

































341  金丸裕一	「中国における賀川豊彦評価をめぐってー1920年から 1949年の事例研究—」『立












	 1936 年 4 月 27 日号は、「日本から 3 人が世界宗教会議に参加する。—賀川豊彦、
鈴木大拙、姉崎正治が、7 月のロンドン会議に参加」と題して、賀川を「日本実践キ
リスト教の先駆者である」（Foremost Japanese Proponent of Practical Christianity）と
評価した。また、賀川は、鈴木大拙、姉崎正治と並ぶ、著名な日本人神学者（Three 
Eminent Japanese Theologians）として紹介された345。 
以上が賀川に対する『大陸報』の肯定的な報道であった。賀川に対する批判的な報
道も 1936 年にみられた。『大陸報』は、1936 年 3 月 25 日の夜にミシガン大学で起き
た出来事を記録している。 









342 “Penniston John B, “JAPANESE LIBERAL HITS MANCHURIAN INVASION- Kagawa Says 
Intellectuals United In Stand Against Action, Blames Professional Patriots In Latest Publication”, The 
China Press , Shanghai, p.20,09 Sep 1934 
343 “Today’s Quotations”, The China Press, p.10,12th Fri, 1936 
344 “Today’s Quotations”, The China Press, p.10, 28 March, 1936 
345 “Japan, To Have 3 Men At World Religious Meet- Kagawa, Suzuki, Anezaki Will Go To London 
For July Conference”, The China Press, Shanghai, p.2, 27 Apr, 1936 
346 “Chinese Walk Out On Speech By Kagawa- Japanese Talker's Use Of Word 'Manchukuo' Provokes 



















に転載された。たとえば、The China Weekly Review347などがある。これを契機に、『大
陸報』における賀川の評価は、分岐点を迎えたといえよう。 
さらに、賀川は、中国人との意見対立が続く。『大陸報』1936 年 7 月 11 日号の報
道によると、世界問題への関心が高まる中、国際関係を議論する研究会は、アメリカ・









347 “Students Demonstrate in Shanghai on May 30--Go on Strike in North China”, The China Weekly 
Review, Shanghai, p.16, 06 June, 1936 
348 “World Affairs Institutes Grow To 10 This Year- Chain Of Colleges To Hold Meetings This Year”, 















	 それ以降、賀川に対する報道がほとんどなくなっていた。1937 年 7 月 3 日号は、
賀川を「著名な社会運動家と作家」と称し、東京帝国大学で開かれる世界教育連盟主





(3)	 日中戦争以降（1937 年 7 月 8 日以降）	
  日中戦争後、『大陸報』による賀川に対する報道が 3 件のみであった。一つは、19
38 年インド・マドラス世界宗教大会をめぐる記事であった。 




いる：「大会終了後、私はインド各地を 7 週間回って講演を行う。日中両国の敵対状																																								 																							
349 “Koo, Is Speaker At U.S. Midwest Meet- Says Nationalism In China Uniting Country”, The China 
Press, Shanghai, p.3, 9 Aug, 1936 
350  増田弘『石橋湛山—思想は人間活動の根本・動力なり』ミネルヴァ書房, pp.131-135, 2017
年	  
351 “Many Notables To Take Part In Tokyo Meet- 7th World Educational Conference To Begin On 
August 2 NOTED EDUCA TORS TO BE PRESENT Talks On Promotion Of Education Scheduled”, 





1941 年 10 月 3 日号は、賀川による「我々の現代の機械化された文明は、巨大な恐
竜のように、頭脳が非常に小さいが、その巨大な体はすでに麻痺している」353という
言葉を引用し紹介している。 
























352 “Nazi War On Christians Hit By Reich Priest, Attacks Idea Serving Nation Fulfils Duty To 
God-China To Send 45 To Mission Meet- Conference To Be Held In Madras, India, Next December ”, 










































	 	 	 	 大正期・昭和戦前期の台湾訪問を中心に 	
 





















354  米沢和一郎『人物書誌大系 37	 賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ, まえがき, 2006 年 
355  小南浩一『賀川豊彦研究序説』緑蔭書房, pp.167-178, 2010 年 
356  浜田直也『賀川豊彦と孫文』神戸新聞総合出版センター, 2012 年 
357  金丸裕一「中国における賀川豊彦評価をめぐってー1920 年〜1949 年の事例研究」『立命館
経済学』65 巻 6 号, 2017 年 
358  黒田四郎（邱信典訳）『賀川豊彦伝』人光出版社（台湾）,1990 年 
359  賀川豊彦（江金龍訳）『飛越死亡線』橄欖出版社（台湾）,2006 年 
360  陳珠如『基督教與工業改造 —以 1927 年「基督化經濟關係全國大會」為例』（中原大学修士
論文）,2016 年 















台湾における日本キリスト教会は、日本基督教会 15 ヶ所、日本聖公会 5 ヶ所、日本











第 2 節	 『台湾日日新報』の紙面における賀川	
『台湾日日新報』は台湾併合後の 1898 年に創刊された。1944 年の戦争末期は、総
督府が新聞に強いコントロールを加え、『台湾日日新報』は他の新聞と合併して、『台																																								 																							
362  栃本千鶴 「社会事業家施乾の『乞食』救済事業の展開と継承」(愛知淑德大学博士論文), p.22, 
2010 年 
363  賀川は 1940 年 3 月 4 日台湾に近い西表島にて西表島の炭坑の為に医師として働いていた
家崎亀之介の家を訪問し,その帰途は台湾基隆港を経由した。資料の欠如のため本稿では、1940
年の訪台には言及しないことにする。賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』,キリスト教新
聞社, pp.301—303, 1983 年 
364  高井ヘラー 由紀『日本統治下台湾における日本人プロテスタント教会史研究（1895−







回報道されている。詳しい報道内容については、表 5.1 の通りである。 
 
表 5.1 『台湾日日新報』の紙面における賀川 
																																								 																							
365  孫秀蕙 陳儀芬『台灣日治時期商業廣告中的〈戰爭〉符號研究：以《台灣日日新報》為例』
新聞学研究 130 期, p.12, 2017 年。1944 年 4 月 1 日、『台湾日日新聞』は、『興南新聞』、『台湾
新聞』、『台湾日報』、『高雄新報』、『東台湾新聞』と統合し、『台湾新報』となった。 
366  李毓芳「《台灣日日新報》所見之明治時期（1895-1912）漢人音樂戲曲活動」『台灣音樂研





見出し 内容   分類 
① 
1921 年








































④ 1921 年 新川部落の 「神戸の貧民窟新川部落に住む賀川豊彦氏 記事 
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  表 5.1 をみると、『台湾日日新報』の見出しと内容には、「労働」、「貧民」、「部落民」
（ママ）など言葉がよく使われている。これらによって、賀川の活動は下層人向けの
性格を有するということを垣間見ることができるだろう。それと同時に、賀川は、 
「友愛会顧問」（1921 年 7 月 31 日号（5））、「新川部落の神様」（1921 年 8 月 7 日号（7））、
「大正期ベストセラーとなった『死線を越えて』の著者」(1922 年 1 月 27 日号（7）
と 1922 年 2 月 12 日号(5))、「當代の風雲児」（1922 年 2 月 25 日号（2））、大山郁夫、
安部磯雄等とともに思想評論家と称され（1924 年 6 月 21（2））、紹介されている。4
0 件の報道を分類すると、大きく“記事”、賀川の“著作名紹介”（新刊紹介）、およ
び賀川の“著作内容掲載”という三つのカテゴリーに分かれている。その中で、“記
事”は最も多く 33 件あり、“著作名紹介”は 4 件あり、“著作内容掲載”は 3 件ある。
なお、1921 年 8 月 7 日（6）号と 1922 年 2 月 27 日（4）号の記事は中国語で書かれ
ている。 





あった。しかしながら、稀に賀川の発言を批判的に見ていた記事もあった。表 1 の 

























表 5.2 『台湾日日新報』における賀川に対する報道の概観 
『台湾日日新報』により筆者が作成したもの。 
 
表 5.2 のように、賀川が『台湾日日新報』に最初に報道されたのは 1921 年である。
それは 40 件のうち集中して７件（17.5％）もあった。1922 年が最も多く、12 件(30%)
となっている。1924 年には 6 件(15%)あるが、後の年は段々とその報道が減少する傾
向にある。1932 年訪問直前の 1931 年には、3 件（7.5%）あり、少し増えたが、1921








報』が台湾総督府の広報的性格を有していたことを指摘している368 。	 	  
また、『台湾新民報』を除き、台湾では新聞発行の自由がなく、発行前に検閲を受
																																								 																																								 																																								 																																								 																
湾の先住民のことである。本稿は、“生蕃”を山地先住民と表記し、引用文はそのまま表記に
する。 





































































































































第 3 節	 賀川の台湾訪問	
	(1)		1922 年の訪台	





  賀川は春とともに 2 月 8 日午後 4 時に門司から亜米利加丸にて出発し、「全島の基
督教傳道状態」及び「蕃界」を視察し371、3 月 10 日に門司に上陸し、帰国した372。賀














369  藤井省三・黄英哲・垂水千恵編『台湾の「大東亜戦争 文学・メディア・文化」』東京大学
出版会, pp.297-298, 2002 年 
370  賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.4, 1983 年 
371 『台湾日日新報』1922 年 2 月 9 日号（2） 
372  前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.589 









図 5.1	 「賀川豊彦氏昨日来臺」（『台湾日日新報』1922年 2月 22日号（5））	
   
	 1921 年前後は、第一次世界大戦、米騒動の直後、日本社会の貧困問題が深刻とな
る一方、日本の労働運動、農民運動が盛んになり、結社の自由、普通選挙権、8 時間																																								 																							




の 1921 年 7 月 31 日号と 1921 年 8 月 2 日号は、神戸三菱川崎大争議の指導者として、
賀川は起訴され収監されたと伝えている375。この時、新川貧民窟の貧民たちは、賀川






















375 『台湾日日新報』1921 年 7 月 31 日号（5），1921 年 8 月 2 日号（2） 





378  Robert Schildgen ,Toyihiko Kagawa -Apostle of love and Social Justice, Centenary Books, p.120, 
1988 年 







図 5.2	 蒋渭水（前左 5）が春風得意楼で賀川（前右 6）の歓迎会を開いた。（黄煌
雄『蔣渭水傳：臺灣的孫中山』時報文化出版，p.45，2015 年） 
   










380  前掲栃本千鶴 「社会事業家施乾の『乞食』救済事業の展開と継承」, p.22 







	 また、賀川とともに行動していた春も 3 月 7 日に「イエスの女弟子」と題して講演






	 1932 年 3 月 5 日、賀川は神戸から出発して、8 日１時過ぎに基隆に着き、早坂一郎
等に迎えられ、台北に向かった384。早坂一郎（1891−1977）は、日本古生物学者、地
質学者、台北帝国大学地質学教授であり、台北の日本基督教会長老でもあった。元々
賀川は、日本基督教会、日本組合教会、日本聖公会の招きに応じ 1931 日 10 月下旬に
「神の国運動」の普及のために伝道講演旅行をなす予定だったが385、1931 年 7 月 10
日から 11 月 12 日まで、カナダのトロントで開催の世界 YMCA 大会の招きで日本代
表として小川清澄、村島帰之を随行してカナダへ赴いた386。結局、予定されていた台
湾訪問は 1932 年に実現された。 






の植民地となった翌年の 1896 年であった。1896 年に日本基督教会が台北に創立され																																								 																							
382 「財団法人台北市私立愛愛院」のホームページ：https://aiai.org.tw/?FID=45 閲覧：2019 年
12 月 30 日 
383 『台湾日日新報』1922 年 2 月 12 日号（5） 
384  前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.142 
385 『台湾日日新報』1931 年 7 月 29 日号（2） 
386  前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.601 








台湾伝道を開始する必要を痛感し、1911 年 11 月 12 日に日本組合教会幹部澤村重雄
及び宣教師ペツドレ―を派遣して台湾の実況を視察した。その結果、1912 年 1 月 14
日元山の私宅に於いて組合教会創立に関する協議会が開かれた389。 
  賀川が 1932 年 3 月に台湾を訪問した時は、組合教会 20 週年記念事業の開催の折り
であった。組合教会 20 週年記念事業開催決定の総会が 1931 年 1 月に催され、次のよ












八日夜	 	 日基會堂、修養会	   會衆	      三〇〇名 
九日午前十時	 淡水中學 	 	  學生         四五〇名 
同午後四時  總督府       	 	 官吏   	 	  三五〇名 
同夜  鐵道ホテル大講演會  	 會衆	 	  一、二〇〇名  
                         決心者	 	 	 	  	 四七 名 
十日午前十時	 婦人大會  	 婦人           四〇〇名 
           	 	 	 	 	      決心者         四九  名 																																								 																							
388  前掲台北組合基督教会の設立『臺北組合基督敎會二十年史』台北組合基督教教会, pp.1-2 
389  前掲台北組合基督教会の設立『臺北組合基督敎會二十年史』台北組合基督教教会, p.3 
390  前掲台北組合基督教会の設立『臺北組合基督敎會二十年史』台北組合基督教教会, pp.297—
303 
391  前掲『臺北組合基督敎會二十年史』台北組合基督教教会, p.290 
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同午前三時   帝大       	 學生           六五  名 
同夜   日基會堂、大講演會  會衆      一、〇〇〇名 
                       	   決心者        八二  名 
	  
	 賀川が台湾で「神の国運動」を展開させたのは 3 月 8 日以降であった。ここでの三
教会とは、日本基督教会、日本組合教会、日本聖公会のことである。 







本島人聴衆は、12 日と 13 日合わせて 405 名となっている。また、賀川の講演を聞い
てキリスト教への入信を決意した決心者（キリスト教への入信者のこと）は、9 日 4
7 名、10 日午前には 49 名、10 日夜には 82 名、11 日 111 名、12 日 26 名、13 日 17 名、














393  蘇文魁「賀川豊彦先生到淡水」『台灣教會公報』2508 期, p.10, 2000 年 
394 「1932 年 3 月 15 日	 嘉義にて」,前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト
教新聞社, p.143, 1983 年 





























  賀川は 1934 年 2 月 1 日から 3 月 14 日までフィリピン基督教聯盟の招待によるフィ
																																								 																							
396  前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, pp.142-143, 1983 年 
397 『台湾日日新報』1932 年 4 月 20 日号（2） 
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リピン伝道に出かける。2 月 1 月に門司発の扶桑丸398で台湾に向かい、台湾の高雄か
ら 2 月 6 日にメキシコ丸で出発、2 月 12 日にフィリピンに着いた。その帰途は、香
港、広州、上海などを経由した399。 
	 The Chinese Recorder（『教務雑誌』）は、賀川の 1934 年 2 月の訪台経緯と講演内容
を詳しく記している400。The Chinese Recorder によれば、賀川は台北において、三日
連続で三つか四つの大集会を行った。台北にある大稻埕教会において、賀川は、「十
字架における愛の啓示」（Love as Revealed in the cross）と題して講演を行い、その
チラシには彼が「愛の使徒」（The Apostle of Love）と紹介されている。また、婦人
会での講演における賀川の演題は「現代文明と宗教生活」（Present-day Civilization an
d Religious Life）であった。千人以上の観衆客のいた集会には、彼が「危機時におけ








2 月 4 日 午後 2 時  太平町教会「十字架における愛の啓示」 
2 月 6 日 午前 10 時  婦人会 「現代文明と宗教生活」 
2 月 6 日 午後 1 時  公会堂講演会 「危機時における精神覚醒」 
 
  一方、賀川の伝道活動に対する台湾での反応について、『台湾日日新報』1934 年 2
																																								 																							
398  米沢和一郎『人物書誌大系 37	 賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ, p.614,2006 には、賀川の
乗った船は「瑞穂丸」となっているが、「身辺雑記」には、「扶桑丸」となっている。本稿は賀
川が執筆した「身辺雑記」に従う。賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞
社, p.179, 1983 年 
399  前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社,p.179, または前掲米沢和
一郎『人物書誌大系 37	 賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ, pp.614−615, 2006 年 
400  The Chinese Recorder,1 May , p.338, 1934 
401  上與二郎(1884-1984)：1918 年到台、1918 から台北日本基督教会第四任牧師として就任し
た。1947 年返日。 




月 7 日号（3）は、「賀川氏の講演会盛況」と題して次のように記録している403。 















China Daily News (『字林西報』)1934 年 3 月 9 日号404と The China Weekly Review の
1934 年 3 月 17 日号という二つの新聞に賀川のマニラ訪問が掲載されている。The Ch
ina Weekly Review の 1934 年 3 月 17 日号で掲載された内容を簡潔に概括すると、次の
通りである。賀川のフィリピン訪問は、フィリピン国家基督教聯盟によって実現され
た。夕食は、日本倶楽部で済ませ、昼は中国青年基督教会で食事をした405 。 
	 The China Weekly Review は、1917〜1945 年に、アメリカの著名なジャーナリスト
であった John Benjamin Powell(1886-1947)によって上海で編集されたものである。19
45 年以降はその息子に受け継がれた。それは、中国ナショナリストを強く支持し、
率直に日本軍を批判していた406。上述の記事には、賀川は著名な日本のキリスト教指
導者、社会運動家と紹介されている。また、その文脈から、The China Weekly Revie
w の賀川に対する評価は肯定的であったと言えるだろう。賀川は 3 月 11 日に上海鴻
																																								 																							
403 『台湾日日新報』1934 年 2 月 7 日号（3） 
404  Dr. Toyohiko Kagawa, the Japanese Christian leader, North-China Daily News（『字林西報』）
(1864-1951)  1934 年 3 月 9 日(10)。 
405  Men and Envents, The China Weekly Review, Shanghai, 17 March. 1934 
406  Fuyan Shen, John William Powell and The China Weekly Review:An analysis of his reporting 

































書房, pp.167-178, 2010 年; 金丸裕一「中国における賀川豊彦評価をめぐって―1920 年から 1949
年の事例研究」『立命館経済学』第 65 巻, 第 6 号, 2017 年; 拙稿「戦前の中国における賀川豊
彦の受容に関する一考察-1931 年〜1936 年までの雑誌や新聞を中心に」『賀川豊彦学会論叢』, 
pp.1-37, 2017 年 































411  日本代表の人数について、竹中正夫は 22 名と主張している。出典：中村義治(編輯)『日
本キリスト教歴史大事典』教文館, pp.115−116, 1988 年。だが、Robert Schildgenによれば、日
本代表の人数は 23 名である。Robert Schildgen ,Toyihiko Kagawa-Apostle of love and Social Justice, 
Centenary Books, p.209,1988 年。中国の雑誌に記載されているのは、24 名であった(鄭啓中「馬
都拉基 督教大會的意義」『大衆（上海 1939）』第 1 巻 第 2 期 p.6, 1939 年。賀川以外、斎藤惣
一、鈴木浩二、鈴木鎮二、三浦豕、千葉勇五郎、海老澤亮、湯浅八郎、松本卓夫、奈良常五郎、
松尾昇一、廣野捨二郎等が含まれる。 




























413  津田勤子「日語世代的戰後適應與挫折-以太平町教會信徒為例」台北文獻 187 期, p.120, 2014
年 
414  前掲津田勤子論文, p.120  
415  董大成の博士論文は、ドイツ語で書かれた「O.N-ヂメチールロジンおよび N-メチールク
ニリールアラニン生体内変化並びにデメチラーゼの性貭及びその組織に就て」である。 
416  若林正丈（編）『矢内原忠雄『帝国主義下の台湾』精読』岩波書店, p.173, 2001 年 
417 「董大成訪談資料」,pp.43−44。陳志忠『日治時期台湾教会経験初探—以日本基督教会及無教









	 董大成が 1938 年に賀川の講演を聞いたという先の津田勤子の研究に間違いがなけ
























主義為例』台湾神学院, p.36, 2005 年による。林國煌は董大生の後輩であり、弟子であった。林
は、戦前、台北帝大附属医学専門部学生となり、戦後は、台湾大学医学院教授となった。 
419  梁妃儀 蔡篤堅編著『董大成教授紀念專輯』紀念工程:台北 pp. 56-57, 2009 年 
420  上述の「林國煌訪談資料」、日本訳筆者より。 
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第 4 節	 「二つの太陽の輝く台湾」から見た賀川の台湾観――安部磯雄





























421  『星より星への通路』改造社, pp. 245—276,1922 年 
































423  前掲『星より星への通路』改造社, p.253 
424  前掲『星より星への通路』改造社, p.261 
425  前掲『星より星への通路』改造社, p.252 

































と貧乏の原因」台湾社会事業協会編・刊『社会事業の友』創刊号、p.56, 1928 年。栃本千鶴 「社
会事業家施乾の『乞食』救済事業の展開と継承」（愛知淑德大学博士論文）, p.13, 2010 年 
429  前掲『星より星への通路』改造社, pp.257−258 
430  前掲『星より星への通路』改造社, p.257 
431  前掲『星より星への通路』改造社, p.257 





























433  前掲『星より星への通路』改造社, pp. 259−260 
434  賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.143, 1983 年 
435  前掲米沢和一郎『人物書誌大系 37	 賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ, p.605, p.613, p.638 
436  紀旭峰「安部磯雄の台湾論〜大正期と昭和期の台湾訪問を手がかりに」『アジア太平洋研
究科論集』（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科）（17）, pp.6-14 , 2009 年 
437  安部磯雄 「臺灣旅行に就いて」『廓清』26（1）,p3, 1936 年 
438  安部磯雄の台湾観について、次の論文を参照されたい：紀旭峰「安部磯雄の台湾論〜大正
期と昭和期の台湾訪問を手がかりに」『アジア太平洋研究科論集』（早稲田大学大学院アジア太






























439  安部磯雄「臺灣の教育問題に就いて」『臺灣青年』復刻本第 1 巻第 4 号,pp.6-11,1920 年,(『臺
灣青年雑誌社』東方文化書局,1973 年) 
440  安部磯雄「自治と教育（下）」, 『臺灣日日新報』縮印本 7320,1920 年 10 月 24 日号 
441 『台湾日日新報』1932 年 3 月 24 日号（2） 
























第 5 節	 おわりに	
	 賀川は大正期・昭和戦前期において 5 回にわたって台湾へと赴いた。1941 年 3 月
と 10 月に賀川は台湾を訪問する予定であったが、10 月に腎臓病再発で台湾伝道を中




445  前掲杉山博昭「キリスト教社会事業家と優生思想」『キリスト教社会福祉学研究』（30）,p.48 




448  前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.611 
449 「在台日本人各教会関連事実一覧表」（日本基督教会その他	 57	 巡回伝道者一覧）。高井
ヘラー 由紀「日本統治下台湾における日本人プロテスタント教会史研究（1895−1945）」,（国

























表 5.3	 1922 年の賀川の訪台日程 
																																								 																							
450  前掲賀川豊彦「身辺雑記」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社, p.144 
451  前掲紀旭峰「安部磯雄の台湾論〜大正期と昭和期の台湾訪問を手がかりに」『アジア太平
洋研究科論集』（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科）（17）, p.16 
月	 日 場	 所 事	 項 
2 月 8 日  午後 4 時：門司	 亜米利加丸にて渡台。 




11 日（土）午後 2 時学生大会 
同午後 7 時聖書講演 





表 5.4	 1934 年 2 月の賀川の訪台日程 
月	 日 場	 所 事	 項 
2 月 1 日 門司 フィリピン伝道に門司より扶桑丸で出発。 





2 月 4 日 基隆 
10.00 AM 祈祷会	 	  
2:00 PM 中国祈祷会	  
午後 1 時	 女学生大会 
午後 7 時聖書講演 
2 月 13 日  
13 日（月）午前九時半婦人大会「新文明に対する婦人の
使命」 
午後 7 時聖書講演 
午後 10 時	 「イエスと弟子との関係」 
2 月 14 日 台北 
14 日（火）午前六時半早天祈祷会 
午前 7 時	 「イエスと祈祷の心理」 
午後 7 時聖書講演「イエスと信仰」を台北日本基督教会
で講演 




夜 7 時	 一般の講演会を開く 
2 月 26 日 嘉義 
日本基督教会堂。 
午前 9 時	 北門?教会堂にて講演。 
午後 2 時及 7 時	 公会堂で講演会開き 
3 月１日 新竹 
午後 6時より新竹倶楽部集会場に於いて基督教講演会開
催 
3 月 2 日 蕃界、基隆 
新竹桃園より角板山に到り蕃界を視察し基隆講演の後
台東花蓮港方面へ向う 





3:30 PM	 学生集会（参加者 600	 決心者	 162 名）	  
7:30 PM 長老会にて夜祈祷会 
2 月 5 日  夜	 政府関係の集会。合同集会。 
2 月 6 日 高雄 
10:00 AM 婦人会会館で	 精神修養	 1:00 PM 公会堂講
演会	 精神修養 
16:00 PM メキシコ丸で	 マニラに向けて出発。 
	 前掲米沢和一郎書、「身辺雑記」、『台湾日日新報』により筆者が作成。 
 





































	 	 	 	 	 	 	 	 に報じられたか 	
 















  筆者は、2017 年 9 月〜10 月にかけて、アメリカのイエール大学の図書館とコロン
ビア大学の図書館へと赴き、South China Morning Post（『南華早報』）、『德臣西報』（C







452 米沢和一郎『賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ,2006 年。1925 年の香港滞在については、「イ
スラエル、エジプト、紅海、セイロン、香港、上海、を経て帰国」と記述（p.605）。1931 年の
滞在については、「1 月 13 日	 中国伝道に、秘書タッピングを同行、長崎を出帆、香港へ」と
記述（p.609）。1934 年の滞在については、「3 月 14 日	 フィリピン伝道の帰途、香港、上海で、
時局に絡む重要な講演を行い長崎丸で帰国」と記述（p.615）。1938 年の滞在については、「11

















第 2 節	 賀川にとっての香港	










  賀川が最初に香港を経由した 1925 年ごろ、香港は、「八十年前は荒涼な漁村であっ
たが、本日はすでに世界中の著名な都市」455となっていた。中国民国期の研究を借り																																								 																							
453 笠谷和比古『武士道侍社会の文化と倫理』エヌティティ出版,p.148, 2014 年 
454 香港の歴史について、倉田徹・張彧暋「香港ー中国と向き合う自由都市」岩波新書	 2015
年。また、香港のイギリスへの割譲に関する中国の資料については、石楚耀「香港政治之史的
考察」『南洋研究』6 卷 1 期,pp.77-91, 1936 年を参照。 
455 「香港志略-(二)英人獲得香港之歴史」《国立武昌商科大学商学研究季刊》1 卷 1 期,pp.3-5, 1925



























  では、賀川にとっては、香港は、どのような存在であっただろうか。 
  賀川は、1935 年３月の香港滞在での感想をまとめて、「西南支那は甦るー第一信—
香港から」と題して、「中外商業新報」に寄稿している。彼は、その先頭に「繁栄の																																								 																							
456	 胡記常「戦前香港経済発展史引言」《社会科学研究(上海)》1 卷 3 期,pp.372-374, 1935 年  
457	 胡記常「戦前香港経済発展史引言」《社会科学研究(上海)》1 卷 3 期,p.372, 1935 年  
458 「支那政局観—法学博士伊藤丑次郎氏講演」『福岡日日新聞』1917 年 8 月 3 日〜8 月 10 日号。
神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫。 
459 「躍進大阪商品に拍車南洋市場開拓へ	 見本市兼営の実業視察団派遣	 府の肝煎りで明春





















第 3 節	 『南華早報』の紙面における賀川	 	
  『南華早報』（South China Morning Post）は、日刊新聞で、1903 年 11 月 7 日に、1







460	 賀川豊彦「西南支那は甦るー第一信 香港から」「中外商業新報」（1935 年 3 月 11 日〜3
月 12 日）神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫。 
461	 賀川豊彦「西南支那は甦るー第一信 香港から」（1935 年 3 月 11 日〜3 月 12 日）神戸大学
経済経営研究所 新聞記事文庫。 
462	 『大阪朝日新聞』1934.1.31 号「極東にそそぐ…アメリカの斜視“日露開戦”は不可避と
し輿論漸次冷静を失う」神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫 軍事(国防)(31-045) 
463 方漢奇・谷長嶺・馮邁 「近代中国新聞事業史編年（八）」新聞研究資料, pp.248-249, 1982
年 









り、1938 年と 1939 年にそれぞれ一件しかなかった。太平洋戦争中の報道は中断され
たが、第二次世界大戦終戦後、賀川に対する報道が再び増加し、1945 年 9 月 23 日に



























表 6.1	 香港における賀川の肩書について 












The noted Japanese 
philanthropist and  
social service worker. 
“NOT ALOOWED TO LAND --
DR. KAGAWA DETAINED IN A





Famous Japanese  
evangelist 
“Kagawa On War- SPECIAL TO
 THE ‘TELEGRAPH’ The HongK
ong Telegraph, 1935-12-20 
④ 日本社会学者 日本社會學家 
甘尚武著『世紀巨變 九十回顧—從
陳滔棠秘書到執掌大馬南順』 三聯
書店（香港）  2009 年 43—44 頁 







第 4 節	 香港における賀川に対する報道	











『南華早報』1924 年 10 月 24 日号は、日本のホワイトスレイブリ（White Slavery）
465の救済事業に注目し、「日本では、ホワイトスレイブリに反対する人々にとっては、
大変厳しい道である。しばらく前、女性避難所が、Mr. P.G. Price と神戸の賀川豊彦
氏等によって東京の亀戸で設立された。」466と賀川らが女性救済のために女性避難所
を設立したことを報道している。これが、賀川に対する最初の報道である。1924 年 1
2 月 3 日号（2）と 1924 年 12 月 18 日号（2）は、賀川が、1925 年 4 月にイギリスへ
と赴き、ヨーロッパ、アナトリア半島、インド、そして中国を回って旅をする予定を
報道し、賀川の世界巡遊に対して関心を寄せている467。また、賀川の日程のみならず、
1927 年 6 月 21 日号（15）は、大正期ベストセラーとなった賀川の自伝小説『死線を
越えて』を紹介している468。1931 年 1 月から 2 月の間に、賀川が香港を訪問し、国民
党元老であった胡漢民と面会した469後、賀川に対する香港の関心が高まってきた。た







		 	 	 ①	 1934 年香港滞在と香港での論戦	
上述の如く、香港の知識界に大きな反響をもたらしたのは、1934 年の香港滞在で
あった。 
まず、1932 年 12 月 2 日に、E. L. Alllen （博士）が、梅夫人婦人会（Helena May 
Institute）で、「日本におけるアッシジのフランチェスコー賀川」（the Francis Assisi o
f Japan）と題する講演会を開いた471。 
『南華早報』1934 年 2 月 17 日号（10）は、賀川の生涯、著作、家庭メンバー、世
界をめぐる講演活動などに注目し、「日本の聖フランシスコと描かれている」と述べ、																																								 																							
465 White Slavery:19 世紀のアメリカで売春に強制的に従事させられるなどの性的虐待を受け
た女性への奴隷制を指す。 
466 South China Morning Post 1924 年 10 月 24 日（2） 
467 South China Morning Post 1924 年 12 月 3 日号（2）と 1924 年 12 月 18 日号（2） 
468 South China Morning Post 1927 年 6 月 21 日（15） 
469 米沢和一郎『賀川豊彦Ⅱ』日外アソシエーツ,pp.609-610, 2006 年 
470 South China Morning Post 1931 年 2 月 21 日（15） 




934 年 3 月賀川の香港滞在の予定については、次のように予告されている：3 月 2 日、
賀川は、香港に到着し、現地の日本人コミュニティと接触し、3 日と 4 日に中国人と
ヨーロッパ人のために会議を開く。4 日の夜に広州に向かい 7 日に日本に帰る予定で
あった472。事実として、賀川の香港滞在は、予告より一日早かった。 
  1934 年 3 月 1 日（金）午後 12 時 45 分、賀川は、香港の Hotel Roof Garden の国際
ロータリクラブにあった午餐会に参加し、国際連盟協会の主催で午後 5 時 30 分にセ







  1934 年 3 月 1 日午後、賀川は東京ホテル（Tokyo Hotel）で、『南華早報』の記者の
インタービューに応じ、次のように述べている476。 
	  







	 賀川が、1934 年 3 月 10 日に、上海の女青年会で日本が侵略国家として中国に対す
る行動を中国人に謝罪し、3 月 11 日に上海景林堂で再び謝罪したことはよく知られ
																																								 																							
472 South China Morning Post 1934 年 2 月 17 日（10） 
473 South China Morning Post 1934 年 3 月 1 日（1） 
474 South China Morning Post 1934 年 3 月 3 日（15） 
475 South China Morning Post 1934 年 3 月 7 日（17） 






























477 拙稿「戦前の中国における賀川豊彦の受容に関する一考察—1931 年〜1936 年までの雑誌や
新聞を中心に」賀川豊彦学会論叢 25 号, pp.14-17, 2017 年 
478	 龔天民〈賀川豐彥其人其事（四）〉、《展望》3 巻 12 期（香港：基督教輔僑出版社）,p.10, 1960
年 
479 「濠洲紀行ー賀川豊彦氏支那よりヒリッピンへ」『神の国新聞』1935 年 4 月 3 日（7） 













それは、賀川が 3 月 1 日（金曜日）午後 5 時 30 分にセント・ジョンズ大聖堂ホール












主に 2 つがある。①	 賀川による「イギリスの植民地政策に対する批判」。②	 何明																																								 																							
481 South China Morning Post 1933 年 2 月 4 日（10） 
482 賀川豊彦著 加山久夫・石部公男訳,野尻武敏 監修『友愛の政治経済学』,日本生活協同組合
連合会, p.8, 2009 年 
483 3 月 1 日の賀川の演題について、太田雄三によれば、1934 年 3 月 2 日に（実は 3 月 1 日だ
った。）賀川は、香港で「世界平和の経済的基礎」（Economic Foundation of World Peace）と題
する講演を行った。それに対して、米沢和一郎は、「世界の平和」と記録している。『南華早報』
1935 年 2 月 23 日号（10）には、「世界平和の経済的基礎」“Economic Foundation of World Peace”
と記録され、太田と一致しているので、それに従う。太田雄三	 『内村鑑三—その世界主義と
日本主義をめぐって』研究社出版株式会社,p. 341, 1977 年。前掲米沢和一郎書『賀川豊彦Ⅱ』, 
p.615 


























5 日間後、Smith は再び、『南華早報』3 月 12 日号に寄稿し、「異論を主張するのに
責任を持っている」と考え、「上述の状況を読者に伝えたほうが公平である」と主張
したが、自分の意見を「何も修正もなく、何も撤廃しない」と堅持した488。 
その Smith の意見に対して、K.K Lam は、賀川と何明華の立場を弁解しながら、S
mith による「何明華には主教を担当する資格がない」という発言を批判し、Smith が																																								 																							
485 South China Morning Post 1934 年 3 月 7 日号（11） 
486 South China Morning Post 1934 年 3 月 7 日号（11） 
487 KAGAWA TOYOHIKO "CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS,1934, 
pp.68-69 












いることを証明している」490と述べている。	 	 	 	  




	 	 	 ②	 1935 年の香港での講演と賀川著書『日本とキリスト』	
本節は、1935 年の香港滞在に注目する。具体的には、講演、場所、接触した人物
および講演の内容について考察する。また、香港での講演「日本のキリスト」（CHRI
ST IN JAPAN）を、賀川著書である『日本とキリスト』（CHRIST AND JAPAN）と
対照しながら、講演の内容を分析する。 
1935 年、2 月 18 日、賀川は、オーストラリア国際連盟協会の招待で、オーストラ
リア建国 100 年記念伝道に小川清澄とともに、長崎港より北の丸で渡豪した492。賀川
自身も、「私はオーストラリア、ニュージーランド、ジャワの長い旅行に出発する」
と記録している493。2 月 22 日、賀川は香港に着いた。『德臣西報』(The China Mail)
の 1935 年 2 月 22 日号は、賀川の香港滞在を報道している。それとともに、『孖刺西
報』(Daily Press)の 1935 年 2 月 22 日号は、「賀川博士—本日大聖堂ホールで講演を行
った」（Dr. Kagawa—To Lecture To-day At Cathedral Hall）という見出しを用い、同
																																								 																							
489 South China Morning Post 1934 年 3 月 12 日（16） 
490 South China Morning Post 1934 年 3 月 24 日（11） 
491 South China Morning Post 1934 年 5 月 7 日（3） 
492 米沢和一郎	 『賀川豊彦Ⅱ』, p.616 



























G. Powell 氏によって紹介された。Powell 氏は、この優れた日本人キリスト教徒の演
説を聞くことの特権を与えられたと話し、賀川博士が前回講演を行った時に観衆に感
動を与えたことを聴衆に思い出させた。 
  博士は、キリスト教が過去の 75 年間に日本において多くの成果を収めてきたこと
から演説を始めた。彼は、キリスト教がどのように能動的で実践的に封建社会に適応																																								 																							
494“Dr. KAGAWA VISITS HONG KONG——Japanese Christian At Cathedral To-day”,The China 
Mail(『德臣西報』（1845-1974）,1935-2-22.“Dr. Kagawa—To Lecture To-day At Cathedral Hall”





  次に、博士は、13 世紀から日本にやって来たキリスト教の発展を辿った。その中
で、ドイツの宣教師が最初に日本に行ったのは、おそらく医療宣教師の自立支援であ
った。 
































	 賀川を大聖堂での講演に招待したのは、The union Church の主事者 Rev.Powell であ
る。大聖堂（the Cathedral Hall）は聖約翰座堂（St John’s Cathedral）のことで、香港
聖公会の主教座聖堂であり、香港に現存する最古の教会堂である。1941-1945 年に、
日本軍占領下に置かれた495。 






















覧：2019 年 12 月 24 日 
496  South China Morning Post 1935 年 2 月 22 日（2） 
497  South China Morning Post 1935 年 2 月 23 日（10） 
498	 1934 年 11 月号「旅から旅へ」『賀川豊彦全集 24』キリスト教新聞社,p.194, 1983（1964） 






  特に、賀川は、1933 年 1 月 1 日の新年に書かれた昭和天皇の和歌（New Year’s Po
em）：「天地の	 神にぞ祈る	 朝凪の	 海のごとくに	 波たたぬ世を」を用いて、日本
の上層部は平和主義であるが、下層部には軍国主義が蔓延していると述べている。さ
らに、彼は、日本の 99％の知識人（Intelligentsia of Japan）は 1931 年 9 月 18 日の満
州事変に反対すると訴えている501。賀川が昭和天皇の歌を用いて当時蔓延してきた軍
国主義を批判しようとする心境を伺われる。 
  『日本とキリスト』の章立ては次のとおりである。 
 
（拙訳）1	 JAPAN AND THE JAPANESE 
	 	 	 	 	 	 （「日本と日本人」） 
        2  STRONG AND WEAK FEATURES OF JAPANESE CHARACTER 
             (「日本人の性格に於ける強みと弱み」) 
        3	 THE JAPANESE SPIRIT IN THE MODERN WORLD 
             (「現代世界における日本人の精神」) 
        4  THE RELIGIOUS LIFE OF THE JAPANESE 
	 	 	 	 	 	 （「日本人の宗教生活」） 
        5  JAPAN NEEDS CHRIST 
	 	 	 	 	 	 （「日本にはキリストが必要」） 
6  GIVE CHRIST A CHANCE! 
	 	 	 (「キリストにはチャンスを与えよう!」) 





500  小南浩一『賀川豊彦研究序説』緑蔭書房, pp.290-293, 2010 
501  KAGAWA TOYOHIKO "CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS, pp.61-62, 
1934.天皇の詩については、次のように書かれている。“Ametsuchi no,Kami nizo inoru, Asanagi no, 
Umi no gotoku ni,Nami tatanu yo wo.”  






























503 KAGAWA TOYOHIKO "CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS, pp.72-84, 
1934 
504 KAGAWA TOYOHIKO "CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS, pp.81—82, 
1934. 原文一部：”It is to be found in its fascinating tenet of salvation by faith. It firmly believes that 
there is no sinner, be he or she ever so bad , but will be saved through the benevolence of Amida 
Buddha. For this reason there are villages to the last man, woman and child have for centuries been 
followers of this faith. Even though facing death through starvation they faithfully contribute their mite 





























505  KAGAWA TOYOHIKO "CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS, p.109, 
1934.原文は“It is a cause for profound gratitude that the missionaries who came to Japan some thirty 
years ago had not forgotten the spirit of the great Lincoln. They abounded in the spirit which 
emancipated the slaves, and they incarnated democracy. This spirit of emancipation which wiped out 
slavery was wanting in our land.” 
506  KAGAWA TOYOHIKO "CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS, p.130, 
1934 
507	 三浦清一 『世界は愛に飢えている』的場書房版,p.130, 1957 年 6 月 8 日初版 




	 また、賀川は、リンカーンの精神を高く評価するだけでなく、1936 年 2 月 7 日、
アメリカキリスト連盟の招待によって米国各地で講演を行った際に、イリノイ州のニ
ューセールマン市（New Salem）にあるリンカーン聖地を訪問した509。さらに、Fran




	 	 	 	 C	 「神の国運動」について 












509 “BIOGRAPHICAL INSIGHTS-KAGAWA AND LINCOLN-HOW KAGAWA SPENT HIS 
LEISURE TIME”, Emerson O. Bradshaw, Charles E. Shike and Helen F. Topping, Kagawa in Lincoln’
s Land, National Kagawa Coordinating Committee, pp.18-23, 1936  
510 プリンストン神学校図書館特別コレクションコーナー所蔵賀川豊彦関係の資料による。
Francis J. Grimke が書いた文書。Francis J. Grimke が不明である。原文：“As this man moves about; 
as he lives his simple, beautiful, self-sacrificing life of love ,he is a standing rebuke to race prejudice, 
and all narrowness and bigotry based on race or color everywhere. As Dr. Kagawa goes back to Japan 
may the American white man learn that God is no respecter of persons; that in every nation he that 
feareth Him, and worketh righteousness, is accepted with Him.” 
511	 黒川知文 「再臨運動と神の国運動ー内村鑑三と賀川豊彦の終末論ー」『賀川豊彦学会論叢』
第 24 号 ,pp.11-18, 2016 年。加山久夫「賀川豊彦と神の国運動」賀川豊彦学会論叢第 14
号,pp.82-104, 2005 年を参照。 
512 KAGAWA TOYOHIKO, "CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS, p.135, 
1934 
513 KAGAWA TOYOHIKO ,"CHRIST AND JAPAN" NEW YORK, FRIENDSHIP PRESS, 
pp.139-140, 1934 
514	 黒川知文 「再臨運動と神の国運動ー内村鑑三と賀川豊彦の終末論ー」『賀川豊彦学会論叢』










	 1935 年 2 月の講演後も、賀川は依然として香港で関心を持たれている。 
組合研究者である Claude Francis Strickland(1881-1962)は、1936 年 9 月 12 日に香港で





	 1936 年 2 月 13 日午後 6 時、A.N Macfadyen 女史は、香港の遮打道にある證道学会
（Lodge Room of the Manuk Lodge of the Throsophical Society）で「賀川」と題し
て賀川のことについて公共講演会を行った517。『南華早報』1936 年 2 月 18 日号（7）









515	 「四月六日特定聖日献金續き」“香港教會（日基）1100 圓”『神の国新聞』1930 年 6 月 11
日（4）（5９7 号）p.180.対照として、一部の各教会の献金を取り上げる：宮城大河原教會（日
基）	 150、臺南教會（日基）	 660、大分高田教會 160、埼玉岩槻教會 130、 福岡メソヂス
ト教會	 1010、大阪同胞教會	 500、熊本水俣ルーテル教會	 310（中略）臺北聖公會	 444、
などがあり、香港の献金が比較的に多い。「四月六日特定聖日献金續き」『神の国新聞』（595
号）, p.160, 1930 年 5 月 28 日（６）。後述のように、「香港日本人基督教会」は平岡貞によって
1924 年に設立された。 
516 South China Morning Post 1935 年 9 月 13 日（9） 















際問題解決の良策であるということを Macfadyen は主張している519。 















518 South China Morning Post 1936 年 2 月 18 日（7） 
519 South China Morning Post 1936 年５月 19 日（6） 
520 South China Morning Post 1936 年 2 月 28 日（11） 
521 「暴變後之日本政局  行兇軍官等今日將歸營 繼閣人選有近衛平沼山本諸説」『大公報天津





	 1938 年 11 月 21 日午前 7 時、賀川をはじめとする日本宣教師 23 名一行は、伏見丸
で香港に到着し、午後 7 時に香港を離れる予定であった。メンバーには、Willian Ax
ling、日本バブテスト教会の千葉勇五郎(1870-1946)、日本メソジスト監督教会の松本
卓夫(1888-1986)、日本婦人会を代表する久布白落実（1882-1972）等がいた522。『南華











たとえば、『南華早報』1946 年 3 月 11 日号（6）は、『連合通信社』による「賀川と
その支持者が、キリスト教新聞またはクリスチャン雑誌の出版を賛助した」ことを転
載している525。『南華早報』1946 年 5 月 8 日号（12）は、『連合通信社』による、賀川
が貴族院を除名されたことや、戦争中の反アメリカ演説と大アジア主義者のアジア進
出を支持したことに対する賀川批判を行った記事を転載している526。 





522 South China Morning Post 1938 年 11 月 21 日（4） 
523 South China Morning Post 1939 年 1 月 11 日（7） 
524 拙稿「戦前・戦中（1920—1945）の中国における賀川豊彦の受容に関する一考察」兵庫教育
大学学校教育研究科修士論文, pp.81-98, 2017 
525 South China Morning Post 1946 年 3 月 11 日号（6） 































527 South China Morning Post	 1976 年 7 月 10 日号（5） 
528 South China Morning Post	 1986 年 7 月 10 日号（15） 








as though I have returned home, because HongKong and The University of Hong Ko
ng are my intellectual birthplace）と述べている532。 








第 5 節	 賀川と胡漢民の交流	
  本節は、1935 年、香港での賀川と胡漢民との会談に焦点をあてる。 
	 胡漢民(1879-1936)は、近代中国の革命運動において傑出した理論家であった。190
5 年に中国同盟会に入り、孫文に補佐し、中国の革命運動に積極的に取り込んでいた
534。賀川は、1935 年 2 月 23 日に香港で、胡漢民と会談をした535。それは胡漢民との
三回目の面会であった。一回目は、1931 年 1 月〜2 月の中国伝道の際、香港で胡漢民
と会談した536。二回目は、1934 年 3 月頃、広州を離れ香港で療養生活をおくっていた
胡漢民と会談した。浜田（2017）は、1934 年の会談に言及したが537、しかし、三回目																																								 																							
530	 甘尚武『世紀巨變 九十回顧—從陳滔棠秘書到執掌大馬南順』 三聯書店（香
港）,pp.14-19,pp.41-44, 2007 年 
531  香港大学ホームページ：https://www.hku.hk/about/university-history/c_the-early-years.html 閲
覧：2019 年 12 月 24 日 
532  香港大学ホームページ, http://100.hku.hk/sunyatsen/ 閲覧：2019 年 12 月 24 日 
533  South China Morning Post 1934 年 3 月 12 日（13） 
534  王雲五主編 蔣永敬編著《民國胡展堂先生漢民年譜》台灣商務印書館，序 p.1, 1982 年 
535	 賀川豊彦「西南支那は甦るー第一信—香港から」『中外商業新報』（1935 年 3 月 11 日〜3
月 12 日） 
536  米沢和一郎『賀川豊彦Ⅱ』, p.609 
537	 浜田直也「『賀川豊彦宛天羽英二書簡』」『社会システム研究』pp.31-46, 2017 年 9 月。浜田





の 1935 年の賀川と胡漢民との会談を見落としている。 
	 では、何故、賀川が 1935 年に香港経由したときに胡漢民に会ったのだろうか。今
回の会談には、どのような政治的な意図が含まれていたのだろうか。 
  事実として、賀川がオーストラリア伝道行きの途中、1935 年 2 月 23 日に胡漢民と















広田声明に対して、4 月 28 日に「為遼東問題忠告友邦書」を発表し、「天羽声明」を
強く批判している540。では、胡漢民との会談で、賀川はどのような働きをしただろう
か。 




  南支政府の大御所として，わが國における西園寺公の如き地位にある胡漢民氏と，																																								 																																								 																																								 																																								 																
のみならず、胡漢民との会談を記録しながら、香港観を語っている。 
538 「濠洲紀行ー賀川豊彦氏支那よりヒリッピンへ」『神の国新聞』 p.111,1935 年 4 月 3 日（7） 
539 「外相と賀川氏の會見」『神の國新聞』,p.58,1935 年 2 月 20 日（2） 
540 王雲五主編、蔣永敬編著『新編中国名人年譜集成	 第 20 輯民国胡展堂先生漢民年譜』臺灣
商務印書館發行, p.535, 1981 年 
541 「一時間餘りに渉りー賀川氏胡漢民氏と會見—心より心への理解と親和」『神の國新聞』,p.102, 
















  平岡貞の仲介と翻訳で、賀川と胡漢民は 1 時間にわたって会談した。平岡貞は、1















































  では、なぜ「広東政府の対日感情が余程融和している」のであろうか。 																																								 																							
543	 石川禎浩『革命とナショナリズム 1925ー1945』岩波新書, pp.42-98, 2010 年 
544	 鹿錫俊	 『中国国民政府の対日政策 1931−1933』東京大学出版会,p.29, 2001 年 
545	 浜田直也「『賀川豊彦宛天羽英二書簡』」『社会システム研究』,p.44, 2017 年  
546  鹿錫俊	 『中国国民政府の対日政策 1931−1933』東京大学出版会,p.50, 2001 年 





























第 6 節	 おわりに	





国国民政府の対日政策 1931−1933』東京大学出版会,p.258, 2001 年	  




どのように報じられたかを明らかにした。②	 1934 年と 1935 年の香港滞在を中心に
考察し、今まで知られなかった賀川と香港の人々との関わりを明らかにした。③	 賀
川が講演会を通して、国際問題の解決には、「相互扶助」の精神が必要であると強調





































































































































































事変後から日中戦争の間であった。また、1934 年と 1935 年の香港訪問が、香港にお
ける賀川の名声のピークであったと言えよう。 


































































































































































































れている最新版の歴史教科書と、2015 年（平成 27 年 4 月文部省検定済）に日本の高
等学校で使用されている日本史（A）（B）の教科書を 9 社調査してみた551。 
まず、中国の場合については、本研究は、中国の高等学校で広く使用されている人






ルクは、それぞれ 1 小節を占め、取り上げられて紹介されている。本研究で述べた通																																								 																							
550	 茨木智志（著）「第九章	 歴史教科書にみる日中の相互認識」劉傑・三谷博・楊大慶（編） 
『国境を越える歴史認識ー日中対話の試み』東京大学出版会, pp.227-249,  2006 年 
551  その中に、東京書籍、第一学習社、日本書籍、実教出版、三省堂、桐原書店、自由書房、
清水書院、山川出版社がある。 
552	 歴史教科書は次のようなものがある：『高一歴史必修 1』、『高一歴史必修 2』、『高二歴史必
修 3』、『高二歴史選修 1—歴史上重大改革回眸』、『高三歴史選修 2—近代社会的民主思想與実践』、
『高三歴史選修 3—20 世紀的戦争與平和』、『高三歴史選修 4—中外歴史人物評説』、『高三歴史選
















た。②	 1945 年 11 月 2 日、賀川豊彦は戦前の無産運動の長老として日本社会党の結
成に関与した。唯一賀川について詳しく紹介しているのは、平成 27 年の『学習指導
要領』に準拠した平成 28 年の文部科学省検定済教科書としての『高等学校改訂版	 日












553  王（著）『賀川豊彦』『明燈（上海 1921）』154 期,pp.302-303, 1930 年 
554  Allan A. Hunter, Three Trumpets Sound: Kagawa-Gandhi-Schweitzer (New York: Association 
Press) p.2, 1939. 原文：”Kagawa, Gandhi, Schweitzer-three trumpeters of God!”… 
555  外園豊基ほか 6 名『高等学校改訂版 日本史 A 人・くらし・未来』第一学習社,pp.112-113, 
2017 年	  
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556  MADAME CHIANG KAISHEK,“What Religion Means to Me”, The China Weekly Review 
(1923-1950), Shanghai, p.368, May 5, 1934。原文は、以下の通りである。“I can pray for the Japanese 
people, Knowing that there must be many who, like Kagawa, suffer because of their country is doing to 
China.” 
557	 兵庫県版高等学校地理歴史科用副読本『世界と日本』兵庫県教育委員会,はじめに,2017 年 







設された。創設された当時（1921 年 4 月末），「神戸購買組合」の組合員数は 511 人，
























賀川は、1920 年代〜30 年代にかけて、中国、台湾、香港を訪問し、黄日葵、田漢、																																								 																							











第 3 節	 今後の研究課題と展望	

































附 	 	 記 		




彦先生』を中心に―」,『法政論叢』54 (2),pp.179—206, 2018 年 9 月 
 
第二章 「『神の国運動』と『五カ年運動』―賀川豊彦と誠静怡との関係を中心に」, 







の台湾訪問を中心に―」,教育実践学論集(20), pp.105-119, 2019 年 3 月 
 
第六章	 賀川豊彦と香港ーー賀川は香港の新聞や雑誌にどのように報じられたか」, 













































筆者が 2017 年 10 月にイエール大学を訪ねた時、イエール神学校の Starr Chloe 教
授からご指導を受けた。また、イエール神学校図書館特別コレクションコーナーの S
enior Archives Assistant であった Joan R. Duffy 氏から便宜を計って戴いた。2017 年 9
月 26 日〜29 日にコロンビア大学を訪ねたときに Burke Library Special Collections 管














く謝意を申し上げる。加えて、国費外国人留学生（2014 年 9 月〜2020 年 3 月）とし
て筆者の研究生活をご支援してくださった日本文部科学省に深く感謝の意を表する。 
最後に、いつも中国で遠く見守ってくれている両親に深謝の意を表する。 
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庾凌峰 
